
　

天
然
ガ
ス
価
格
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
り
一
気
に
高
騰
し
た
。
欧

州
諸
国
で
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

化
石
燃
料
の
輸
入
禁
止
を
進

め
、
価
格
高
騰
が
続
い
て
い

る
。
２
０
２
２
年
９
月
に
は

ド
イ
ツ
政
府
が
脱
原
発
の
延

期
を
発
表
し
た
。
当
初
計
画

る
の
も
事
実
だ
。

　

固
体
の
石
炭
を
ガ
ス
化
し

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
（
Ｇ
Ｔ
）
と

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
（
Ｓ
Ｔ
）
を

組
み
合
わ
せ
て
稼
働
す
る
石

炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
（
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
）
も
そ
の
１
つ
。
従
来

の
石
炭
火
力
の
発
電
効
率
約

42
％
に
対
し
商
用
段
階
の
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
は
48
〜
50
％
と
高

い
。
し
か
も
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
は
石
油

火
力
と
ほ
ぼ
同
じ
、Ｓ
Ｏ
ｘ
・

Ｎ
Ｏ
ｘ
・
煤ば

い

塵じ
ん

の
排
出
量
は

　

実
証
機
の
石
炭
ガ
ス
は
、

ま
ず
精
製
設
備
で
環
境
基
準

な
ど
に
適
合
す
る
よ
う
処
理

さ
れ
「
精
製
ガ
ス
」
と
し
て

複
合
発
電
設
備
に
送
ら
れ

る
。
精
製
ガ
ス
は
燃
料
と
な

っ
て
Ｇ
Ｔ
を
回
し
発
電
す

る
。
そ
の
際
に
発
生
す
る
熱

は
排
熱
回
収
ボ
イ
ラ
ー
（
Ｈ

Ｒ
Ｓ
Ｇ
）
で
回
収
さ
れ
、
水

と
熱
交
換
す
る
こ
と
で
蒸
気

を
発
生
さ
せ
、
そ
の
蒸
気
で

Ｓ
Ｔ
を
回
し
、
こ
こ
で
も
ま

た
発
電
を
行
う
。
Ｈ
Ｒ
Ｓ
Ｇ

Ｌ
Ｎ
Ｇ
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
発
電
と
同
等
だ
。
従
来

の
石
炭
火
力
で
は
利
用
の
難

し
い
灰
融
点
の
低
い
石
炭
が

使
え
る
の
で
利
用
炭
種
の
拡

大
に
も
つ
な
が
る
。

　

広
島
県
の
大
崎
発
電
所
で

は
２
０
１
７
年
か
ら
、
よ
り

高
度
な
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
実
証
運

転
を
行
っ
て
い
る
。
酸
素
吹

き
実
証
機
（
空
気
吹
き
よ
り

も
高
カ
ロ
リ
ー
の
ガ
ス
が
発

生
し
高
出
力
化
し
や
す
い
）

に
よ
る
も
の
だ
。

に
は
高
温
の
石
炭
ガ
ス
を
冷

却
す
る
際
に
発
生
す
る
蒸
気

も
合
流
さ
せ
る
の
で
よ
り
効

率
的
な
発
電
が
可
能
だ
。

　

す
で
に
稼
働
し
て
い
る
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
も
あ
る
。
東
京
電
力

は
２
０
１
４
年
５
月
、
常
磐

共
同
火
力
勿
来
発
電
所

と
広
野
火
力
発
電
所
の

２
カ
所
構
内
に
世
界
最

新
鋭
の
大
型
石
炭
ガ
ス

化
複
合
発
電
設
備
の
建

設
計
画
を
発
表
。
そ
の

後
、
勿
来
は
２
０
２
１
年
４

月
、
広
野
は
同
年
11
月
に
商

用
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
は
、
目
前
に
迫

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
当
面

の
解
決
策
の
１
つ
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

▼
予
備
率

　

電
力
の
需
要
に
対
し
供

給
が
ど
れ
ほ
ど
余
力
を
持

つ
か
示
す
値
。
供
給
力
か

ら
最
大
需
要
を
引
い
た
値

を
最
大
需
要
で
割
っ
て
算

出
す
る
。
数
値
が
高
い
ほ

ど
供
給
に
余
裕
が
あ
る
。

　

安
定
供
給
に
は
最
低
限

３
％
が
必
要
と
さ
れ
、
急

激
な
天
候
変
化
で
の
需
要

増
や
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
備
え
７
〜
８
％
に

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

場
合
、
供
給
力
不
足
を
意

味
し
大
規
模
停
電
が
発
生

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

▼
Ｂ
Ｒ
Ｔ

　

日
本
語
で
は
「
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
」
と
訳

さ
れ
るBus Rapid Tran

sit

の
頭
文
字
を
と
っ
た

略
語
。
連
節
バ
ス
や
優
先

信
号
制
御
、
専
用
道
な
ど

の
高
次
の
機
能
を
備
え
た

公
共
バ
ス
の
こ
と
。

　

国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を

「
走
行
空
間
、
車
両
、
運

行
管
理
等
に
様
々
な
工
夫

を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
速

達
性
、
定
時
性
、
輸
送
力

に
つ
い
て
、
従
来
の
バ
ス

よ
り
も
高
度
な
性
能
を
発

揮
し
、
他
の
交
通
機
関
と

の
接
続
性
を
高
め
る
な
ど

利
用
者
に
高
い
利
便
性
を

提
供
す
る
次
世
代
の
バ
ス

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
定

義
し
て
い
る
。

で
は
年
末
に
最
後
の
３
基
を

運
転
停
止
し
、
脱
原
発
を
完

了
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
２

０
２
３
年
４
月
ま
で
２
基
を

運
転
で
き
る
状
態
に
待
機
さ

せ
て
お
く
と
い
う
。
今
冬
は

そ
れ
で
乗
り
切
り
、
今
後
は

脱
炭
素
の
た
め
停

止
し
て
い
る
石
炭

火
力
も
復
活
さ
せ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
は
、
脱
原
発
・
脱

石
炭
の
政
策
変
更

を
余
儀
な
く
さ
せ
る
状
況
に

世
界
を
追
い
込
ん
で
い
る
。

　
「
脱
」
と
い
う
言
葉
が
示

す
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
な
イ

メ
ー
ジ
が
少
な
い
石
炭
火
力

だ
が
、
環
境
負
荷
を
改
善
す

る
技
術
が
実
用
化
さ
れ
て
い

 日本テクノ
社歌映像

　

循
環
基
本
計
画
（
第
４
次
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
計
画
）
に
基
づ
き
３

Ｒ
活
動
な
ど
を
進
め
る
環
境
省
は
２
０

２
２
年
９
月
、
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

を
ま
と
め
た
点
検
結
果
を
公
表
し
た
。

循
環
型
社
会
と
は
、
廃
棄
物
の
削
減
や

循
環
利
用
の
促
進
な
ど
に
よ
り
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
え
、
環
境
負
荷
を
低
減

さ
せ
る
社
会
を
指
す
。

　

計
画
で
数
値
目
標
を
定
め
て
い
る
指

標
の
１
つ
資
源
生
産
性
は
、
今
回
推
計

し
た
２
０
１
９
年
度
の
値
で
43
・
６
万

円
／
㌧
に
な
っ
た
。前
年
度
に
比
べ
１
・

１
万
円
／
㌧
増
え
て
お
り
、
２
０
２
５

年
度
の
目
標
で
あ
る
49
万
円
／
㌧
の
達

成
に
向
け
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
判

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

２
０
１
９
年
度
時
点
で
２
０
２
５
年

度
目
標
に
ほ
ぼ
到
達
し
た
の
が
最
終
処

分
量
。
減
少
が
望
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

埋
め
立
て
処
理
さ
れ
る
も
の
で
、
目
標

の
１
３
０
０
万
㌧
に
対
し
、
１
３
０
４

万
㌧
だ
っ
た
。
長
期
的
に
減
少
傾
向
に

あ
り
目
標
達
成
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
再
使
用
・
再
生
利
用
さ
れ

る
比
率
を
示
す
循
環
利
用
率
で
は
、
社

会
に
投
入
さ
れ
る
全
体
量
（
入
口
側
）

と
廃
棄
物
発
生
量
（
出
口
側
）
の
双
方

断
さ
れ
た
。
な
お
、
資
源
生
産
性
と
は

使
っ
た
資
源
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の
価

値
を
生
み
出
せ
た
か
示
す
も
の
で
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
天
然
資
源
な
ど
の
投
入
量
で
割

っ
た
値
で
あ
る
。
数
が
大
き
い
ほ
ど
よ

り
少
な
い
資
源
で
大
き
な
価
値
が
生
ま

資
源
の
利
用
効
率
な
ど
順
調
推
移

に
占
め
る

割
合
で
、

と
も
に
目

標
達
成
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
示
さ
れ
た
。
２

０
１
９
年
度
は
入
口
側
で
15
・
７
％（
２

０
２
５
年
度
目
標
18
％
）、
出
口
側
で

43
・
０
％
（
同
47
％
）。
循
環
利
用
は

今
後
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
状
況
だ
。

環境政策最前線環境政策最前線
識者COLUMN
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ア
リ
の
社
会

で
は
働
き
ア
リ

の
中
に
働
か
な

い
ア
リ
が
約
２

割
い
る
。
全
員

で
仕
事
を
す
れ
ば
効
率
は
上

が
る
が
疲
れ
て
動
け
な
く
な

る
の
も
皆
同
時
だ
か
ら
継
続

的
な
作
業
は
で
き
な
い
。
休

ん
で
い
る
者
が
い
れ
ば
、
交

代
も
緊
急
時
の
対
応
も
可
能

だ
。
長
い
目
で
見
れ
ば
、
そ

の
２
割
は
ア
リ
の
社
会
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
。

▼
温
暖
化
問
題
を
話
し
合
う

国
際
会
議
で
先
進
国
と
途
上

国
が
対
立
す
る
様
子
に
不
遜

に
も
そ
ん
な
ア
リ
の
社
会
を

重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。

地
中
か
ら
掘
り
出
し
た
化
石

燃
料
を
使
い
、
住
み
心
地
の

よ
い
居
場
所
を
脇
目
も
振
ら

ず
に
つ
く
り
上
げ
て
き
た
先

進
国
と
、
今
後
の
発
展
を
志

す
途
上
国
。

▼
す
で
に
２
０
２
１
年
の
会

議
で
ブ
ー
タ
ン
な
ど
の
途
上

国
が
共
同
で
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ

0

0

テ
ィ
ブ

0

0

0

国
宣
言
を
し
た
。
日

本
の
２
０
５
０
年
の
目
標

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
通
り

越
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
森
林
な
ど
の
吸
収
量

よ
り
下
げ
た
３
カ
国
。
森
林

保
全
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
で
達
成
し
た
取

り
組
み
を
共
有
し
た
い
と
国

際
社
会
に
呼
び
か
け
た
。
気

候
変
動
対
策
の
面
で
い
え
ば

こ
の
３
カ
国
は
「
先
進
国
」

と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

▼
お
や
？　

総
務
省
の
統
計

資
料
に
環
境
面
で
な
く
本
来

の
意
味
で
の
先
進
国
の
人
口

は
世
界
全
体
の
２
割
足
ら
ず

と
あ
る
。
働
か
な
い
ア
リ
の

割
合
と
ほ
ぼ
同
等
だ
。
休
ん

で
い
た
の
は
先
進
国
の
方

で
、働
く
の
は
こ
れ
か
ら
か
。

2022年秋季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ブ
レ
ー
カ
ー
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）

無 料
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２
【
新
連
載
】
概
観
電
気
事
業
法

第
１
回
沿
革　

電
気
事
業
を
統
括
す
る
根
幹
の
法
律

５
高
圧
需
要
家
向
け
Ｄ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

節
電
要
請
へ
の
対
応
で〈
ポ
イ
ン
ト・料
金
値
引
き
〉特
典
付
与

７
お
客
様
の
声
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例

Ｄ
Ｒ
事
例　

水
産
加
工
会
社
の
取
り
組
み

８
こ
こ
ろ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
第
15
回
）

情
報
社
会
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス〈
１
〉　

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス

連
載
記
事
ほ
か　

■
年
頭
あ
い
さ
つ　

２
０
２
３
年
初
号
に
寄
せ
て

４

「
創
意
」が
生
ん
だ
実
り
を
着
実
に
「
展
開
」

循環型社会に向けた施策
環境省 評価・点検結果報告

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
の

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
の
活
用
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■
新
春
対
談

３

岩
﨑
慎
平
さ
ん
╳
馬
本
英
一
社
長

高
騰
も
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う

し
た
見
通
し
の
厳
し
い
状
況

で
も
国
民
生
活
に
支
障
が
な

い
よ
う
対
策
を
提
示
し
た
。

　

供
給
面
で
は
電
源
や
燃
料

調
達
の
募
集
。
需
要
面
で
は

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電

の
協
力
の
呼
び
か
け
、
省
エ

ネ
対
策
強
化
。
構
造
的
対
策

で
は
予
備
電
源
の
確
保
、
燃

料
の
調
達
・
管
理
の
強
化
な

ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
こ
数
年
は
見
通

し
の
想
定
を
超
え
る
需
要
増

が
た
び
た
び
発
生
し
て
お

り
、
特
に
冬
季
は
２
０
２
０

が
実
施
さ
れ
、
今
回
の
会
合

時
点
で
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
６

％
だ
っ
た
１
月
の
東
京
エ
リ

ア
が
東
北
と
と
も
に
４
・
１

％
に
な
る
な
ど
逼
迫
状
況
は

あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
。

し
た
需
要
に
対
し
、
２
０
２

３
年
の
１
月
と
２
月
が
、
東

京
を
筆
頭
に
多
く
の
エ
リ
ア

で
予
備
率
３
％
を
下
回
る
推

計
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に

対
し
追
加
供
給
力
対
策
な
ど

　

対
策
は
政
府
の
「
電
力
需

給
に
関
す
る
検
討
会
合
」
で

決
め
ら
れ
た
。
２
０
２
２
年

６
月
の
前
回
会
合
時
点
で
ま

と
め
ら
れ
た
見
通
し
で
は
、

10
年
に
１
度
の
厳
寒
を
想
定

年
度
か
ら
２
年
連
続
で
最
大

電
力
実
績
が
予
測
を
上
回
る

エ
リ
ア
が
多
数
あ
っ
た
。
ま

た
、
国
際
的
な
燃
料
価
格
の

予
備
率
確
保
も
見
通
し
厳
し
く

政
府

冬
季
の
電
力
需
給
対
策
決
定

　

政
府
は
２
０
２
２
年
11
月
、
冬
季
の
電
力
需
給
対
策
を
決
定
し
た
。
前
回
６
月
の
検
討

会
合
で
策
定
し
た
総
合
対
策
の
実
施
で
供
給
の
予
備
率
（
左
欄
用
語
解
説
）
は
、
全
国
す

べ
て
の
エ
リ
ア
で
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
３
％
が
確
保
で
き
る
見
込
み
に
な
っ
た
が
、
予

断
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
供
給
・
需
要
・
構
造
面
で
複
数
の
取
り
組
み
を
示
し
た
。

の
観
点
で
注
目
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
今
後
の
市
場
見
込
み
に

つ
い
て
の
議
論
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

の

回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　

残
る
４
会
議
は
翌
10
月
の

５
〜
７
日
に
開
催
。
５
日

は
「
第
４
回
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
サ
ミ

ッ
ト
」
と
、
翌
日
ま
で
２
日

間
開
い
た
「
第
９
回
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
」。
気
候
変
動
関
連
の
情

報
開
示
の
枠
組
み
で
あ
る
Ｔ

ン
）」
は
19
の
国
・
地
域
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
研
究
機
関
ト
ッ
プ
ら
が
国

際
連
携
の
強
化
に
向
け
議

論
。
最
終
日
の
「
第
１
回
国

際
Ｇ
Ｘ
会
合
」
は
世
界
の
Ｇ

Ｘ
実
現
に
つ
い
て
の
初
め
て

の
会
合
で
今
後
の
課
題
な
ど

を
確
認
し
て
い
る
。

　

経
産
省
は
各
会
議
の
議
論

を
受
け
世
界
規
模
で
の
Ｇ
Ｘ

前
進
に
努
め
る
意
向
だ
。

Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
活
用
に
向
け
議
論

し
た
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
金
融

に
中
長
期
的
視
点
、
企
業
に

情
報
開
示
の
強
化
を
提
言
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
い
て

議
論
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
で
は
、

技
術
革
新
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

概
要
な
ど
を
公
開
し
た
。
６

日
開
催
の
「
第
４
回
Ｒ
Ｄ
20

（
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ

５
回
水
素
閣
僚
会
議
」
の
３

つ
が
開
か
れ
た
。
水
素
閣
僚

会
議
で
は
２
０
３
０
年
に
向

け
環
境
配
慮
型
の
水
素
の
生

産
量
を
９
０
０
０
万
㌧
に
す

る
目
標
を
示
し
て
い
る
。

　

次
は
同
28
〜
30
日
の
３
日

間
に
１
日
１
会
議
の
開
催
。

日
程
順
に
「
第
２
回
燃
料
ア

ン
モ
ニ
ア
国
際
会
議
」「
第

11
回
Ｌ
Ｎ
Ｇ
産
消
会
議
」「
第

２
回
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
い
た
。
低
炭
素
ア
ン
モ
ニ

ア
製
造
開
発
に
関
す
る
日
米

企
業
間
の
協
力
覚
書
の
締

結
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

　
「
東
京
Ｇ
Ｘ
ウ
ィ
ー
ク
」

と
題
し
て
10
の
国
際
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
日
程
は
昨
年

９
月
26
日
か
ら
10
月
７
日
。

　

初
日
は
、
ア
ジ
ア
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
な
ど
を
議
論

し
た
「
第
２
回
ア
ジ
ア
グ

リ
ー
ン
成
長
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
閣
僚
会
合
」、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
資
源
活

用
が
テ
ー
マ
の
「
第
４
回

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
学

官
国
際
会
議
」、そ
し
て
「
第

と
す
る
産
業
構
造
や
社
会
シ

ス
テ
ム
へ
変
革
を
図
っ
て
い

く
取
り
組
み
の
こ
と
。

　

国
際
Ｇ
Ｘ
会
合
後
に
発
表

さ
れ
た
サ
マ
リ
ー
で
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
顕
在
化
や

気
候
を
巡
る
状
況
が
変
化
す

る
中
で
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心

へ
と
変
革
し
、
排
出
削
減
と

経
済
成
長
を
両
立
す
る
こ

と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

こ
れ
ま
で
の
化
石
燃
料
に

依
存
し
て
き
た
社
会
か
ら
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸

　

産
業
構
造
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
目
指
す
経
済
産
業

省
は
２
０
２
２
年
９
〜
10
月
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
の
国
際
会
議
を
集
中
開

催
し
た
。各
国
閣
僚
や
世
界
の
有
識
者
を
含
む
合
計
１
万
３
０
０
０
人
以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
お
よ
び
対
面
で
参
加
し
た
。

気
候
変
動
問
題
解
消
へ
集
中
開
催

東
京
Ｇ
Ｘ
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

関
連

　
　
　

関
連
1010
の
国
際
会
議

の
国
際
会
議

答えは「ブレーカー」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

東京ＧＸウィークで開催された国際会議

国
産
木
材
12
年
連
続
増
加

７
％
）、
燃
料
材
が
１
９
３

万
９
０
０
０
立
方
㍍
（
15
・

１
％
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年

比
で
増
加
し
、
総
量
を
押
し

上
げ
た
。

　

供
給
面
で
は
、
国
内
生
産

量
が
２
０
１
０
年
か
ら
12
年

連
続
で
増
加
し
た
。
前
年
比

で
２
５
７
万
４
０
０
０
立
方

㍍
（
８
・
３
％
）
増
の
３
３

７
２
万
３
０
０
０
立
方
㍍
。

計
結
果
を
公
表
し
た
。

　

総
需
要
量
は
前
年
か
ら

７
６
９
万
３
０
０
０
立
方

㍍
（
10
・
３
％
）
増
え
、
８

２
１
３
万
２
０
０
０
立
方
㍍

と
な
り
、
２
０
１
９
年
の
水

準
ま
で
回
復
し
た
。
土
木
・

建
築
・
家
具
な
ど
に
使
わ
れ

る
用
材
が
５
７
５
万
立
方
㍍

（
９
・
４
％
）、
し
い
た
け
原

木
が
４
０
０
０
立
方
㍍（
１
・

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源

対
策
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て

い
る
木
材
利
用
の
拡
大
。
そ

の
需
給
状
況
を
毎
年
ま
と
め

て
い
る
林
野
庁
は
２
０
２
２

年
９
月
、
２
０
２
１
年
の
集

輸
入
量
は
同
５
１
１
万
９
０

０
０
立
方
㍍
（
11
・
８
％
）

増
の
４
８
４
０
万
９
０
０
０

立
方
㍍
。
自
給
率
は
41
・
１

％
だ
っ
た
。

　

政
府
の
示
す
「
森
林
・
林

業
基
本
計
画
」
で
は
、
２
０

２
５
年
に
総
需
要
量
を
８
７

０
０
万
立
方
㍍
に
し
、
そ
の

際
の
国
産
材
利
用
量
を
４
０

０
０
万
立
方
㍍
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
２
０
３
０

年
に
は
そ
れ
を
同
等
の
総
需

要
量
で
、
国
産
材
利
用
量
を

４
２
０
０
万
立
方
㍍
に
し
て

い
く
計
画
だ
。

総
需
要
量
は
前
年
比
約
10
％
増

2021年木材需給表

※ 林野庁「令和３年木材需給表」をもとに作成。

２
０
０
０

２
０
０
５

２
０
１
０

２
０
１
５

２
０
２
０

２
０
２
１

（
年
）

エリアごとの予備率見通し（％）

※電力需給に関する検討会合「2022年度冬季の電力需給対策（概要）」をもとに作成。

第２回 アジアグリーン成長パートナーシップ閣僚会合
アジア各国で、エネルギー安全保障、経済成長、気候変動
対策の３つを同時達成させるエネルギー転換などを議論

第４回 カーボンリサイクル産学官国際会議
ＣＯ２を資源として活用する取り組みを議論。パネルディスカ
ッションを通じて、重要性や課題を確認

第５回 水素閣僚会議
水素社会実現に向けた活動の加速と拡大を確認。２０３０年
に向け環境配慮型の水素を９０００万ｔにする目標を提示

第２回 燃料アンモニア国際会議
燃料アンモニアのサプライチェーンや市場構築などについて
議論。国際連携の進展を確認

第１１回 ＬＮＧ産消会議
世界的エネルギー市場混乱の中、安定供給に重要なＬＮＧの
今後や対応について議論。国際協力の必要性を確認

第２回 アジアＣＣＵＳネットワークフォーラム
ＣＯ２回収・有効利用・貯留（ＣＣＵＳ）のネットワークを構築
する議論を深める。２０２５年のパイロット事業など発表

第４回 ＴＣＦＤサミット
気候変動関連の情報開示の枠組みであるＴＣＦＤの活用に向
け議論。金融に中長期的視点、企業に情報開示強化を提言

第９回 ＩＣＥＦ（Innovation for Cool Earth Forum）
２０５０年カーボンニュートラルに向けたイノベーション創出
について議論。技術革新のロードマップ概要など公開

第４回 ＲＤ２０（リーダーズ・セッション）
クリーンエネルギー分野の研究機関トップらが国際連携の強
化に向け議論。研究者交流や高度人材育成の必要性を確認

第１回 国際ＧＸ会合（ＧＧＸ）
世界のＧＸ実現について議論。「グリーンな市場の創出」な
どをテーマにパネルディスカッションし課題を確認

福
岡
女
子
大
学
准
教
授

日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社

ケ ム リ 　 ア
ー 　 カ キ

シ ン ブ ン
ン 　 シ バ フ
バ レ 　 ツ ー

0

20000
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80000

100000

国産材

輸入材

自給率41.1％

0

10

8
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4

2

（千万㎥） 木材供給量の推移

６月時点の見通し 対策後１１月時点の見通し

12月 1月 2月 3月 12月 1月 2月 3月

北海道 12.6 6.0 6.1 10.0 14.4 7.9 8.1 12.1

東北
7.8

3.2 3.4

9.4

9.2 4.1 4.9

11.5

東京 ▲0.6 ▲0.5

中部

4.3 1.3 2.8 7.4 5.6 6.5

北陸

関西

中国

四国

九州

沖縄 45.4 39.1 40.8 65.3 44.5 33.1 34.4 56.6

カ
ー
ボ
ン

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 冬季　第 71号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index_y3
https://econews.jp/article/column/frontline/
https://econews.jp/glossary/
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/tv-cm.html
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/online_seminar/
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農
業
生
産
現
場
の
高
温
対
策
な
ど
ま
と
め

農
水
省
「
地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ
ー
ト
」

パ
ソ
コ
ン
な
ど
回
収
量
約
10
万
㌧

　

環
境
省
と
経
済
産
業
省
は
２
０

２
２
年
８
月
、
２
０
２
０
年
度
に

お
け
る
市
町
村
や
認
定
事
業
者
が

回
収
し
た
小
型
家
電（
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ゲ
ー
ム
機
な
ど
）
の
量
や
再
資
源

化
率
な
ど
を
公
表
し
た
。
回
収
量

は
前
年
度
比
４
％
増
の
10
万
２
４

８
９
㌧
で
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
施
行
以
来
最
多
と
な
っ
た
。

　

回
収
量
の
内
訳
は
、
市
町
村
に

よ
る
も
の
が
同
５
％
増
の
６
万
１

６
４
６
㌧
、
認
定
事
業
者
が
同
２

％
増
の
４
万
８
４
４
㌧
だ
っ
た
。

再
資
源
化
実
績
は
金
属
が
５
万
２

２
２
２
㌧
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
７

５
２
９
㌧
な
ど
。
回
収
し
た
使
用

済
み
小
型
家
電
の
90
％
以
上
が
再

生
利
用
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
２

０
２
３
年
度
ま
で
に
小
型
家
電
の

回
収
量
を
年
間
14
万
㌧
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。

タ
ヌ
キ
が
都
市
で
分
布
拡
大
傾
向

　

人
間
の
生
活
圏
と
行
動
圏
が
重

な
る
部
分
が
多
い
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ

ネ
、
ア
ナ
グ
マ
の
生
息
分
布
調
査

を
行
っ
た
環
境
省
は
２
０
２
２
年

９
月
、
結
果
を
公
表
し
た
。
２
０

１
０
〜
２
０
２
１
年
度
の
情
報
を

収
集
し
分
析
し
た
も
の
。

　

得
ら
れ
た
生
息
情
報
は
、
タ
ヌ

キ
が
５
万
１
３
２
５
件
、
キ
ツ
ネ

が
３
万
４
３
２
９
件
、
ア
ナ
グ
マ

が
２
万
６
６
６
５
件
。
２
０
０
０

年
代
の
前
回
調
査
と
比
較
し
て
、

タ
ヌ
キ
は
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど

の
大
都
市
圏
と
そ
の
周
辺
で
分
布

拡
大
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
キ
ツ

ネ
は
和
歌
山
県
な
ど
で
の
減
少
の

可
能
性
が
あ
り
、
ア
ナ
グ
マ
は
近

畿
、
九
州
、
首
都
圏
周
辺
で
拡
大

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
３
種
の
全
国
的
な
生
息
状

況
の
確
認
は
１
９
７
０
年
代
と
２

０
０
０
年
代
の
２
度
の
調
査
以
降

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
態
把
握
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
57
回
総
会
開
催

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
57
回
総
会

が
２
０
２
２
年
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化
の

科
学
的
知
見
を
ま
と
め
た
第
６
次

評
価
報
告
書
以
降
の
第
７
次
報
告

書
に
つ
い
て
作
成
プ
ロ
セ
ス
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
。

　

３
つ
の
作
業
部
会
と
排
出
量
算

定
方
法
を
検
討
す
る
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
ー
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
構
成
す

る
体
制
は
そ
の
ま
ま
維
持
し
、
統

括
す
る
議
長
団
も
前
回
同
様
合
計

34
名
、
期
間
も
同
じ
く
５
〜
７
年

に
す
る
と
決
め
た
。

　

な
お
、第
６
次
評
価
報
告
書（
統

合
）
は
２
０
２
３
年
３
月
に
開
催

す
る
第
58
回
総
会
で
承
認
・
採
択

を
行
う
予
定
だ
。

た
。
対
処
の
た
め
の
適
応
策

は
、
水
管
理
の
徹
底
、
適
期

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響

や
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
適
応
策
を
と
っ
た
か
な

ど
、
都
道
府
県
か
ら
の
報
告

を
整
理
し
、
関
係
者
の
参
考

に
な
る
よ
う
ま
と
め
た
も

の
。
２
０
０
７
年
か
ら
同
様

の
調
査
を
毎
年
続
け
て
お

り
、
今
回
の
対
象
期
間
は
２

０
２
１
年
１
〜
12
月
。

　

水
稲
で
は
31
の
都
道
府
県

か
ら
玄
米
が
白
く
濁
る
白
未

熟
粒
の
発
生
が
報
告
さ
れ

　

気
候
変
動
適
応
計
画
を
策
定
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
農
林
水
産
省
は
２
０
２
２
年

９
月
、
都
道
府
県
の
協
力
を
得
て
農
業
生
産
現
場
で
の
影
響
や
適
応
策
な
ど
を
ま
と
め
た

２
０
２
１
年
版
の
「
地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
表
し
た
。

移
植
・
収
穫
の
実
施
、
高
温

耐
性
品
種
の
導
入
な
ど
。
高

温
耐
性
品
種
の
作
付
面
積
は

前
年
に
比
べ
８
０
０
０
㌶
増

え
、
全
国
で
16
万
１
０
０
０

㌶
に
な
っ
て
い
る
。

　

果
樹
で
は
、
ぶ
ど
う
と
り

ん
ご
で
着
色
の
不
良
や
遅
延

が
多
か
っ
た
。
果
実
が
大
き

く
成
長
す
る
時
期
以
降
の
高

温
が
原
因
に
な
る
。
適
応
策

と
し
て
着
色
を
気
に
し
な
く

て
も
よ
い
黄
緑
系
品
種
や
着

色
優
良
品
種
の
導
入
な
ど
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
う

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
日
焼
け

果
の
発
生
も
多
く
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
樹
冠
上
部
や

表
層
の
摘
み
取
り
、
カ
ル
シ

ウ
ム
剤
の
散
布
な
ど
の
対
応

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
野
菜
で
は
ト
マ

ト
の
着
花
や
着
果
の
不
良
、

花
き
で
は
き
く
の
開
花
期
の

前
進
や
遅
延
、
畜
産
で
は
牛

の
乳
量
や
乳
成
分
の
低
下
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
農
水
省

は
、
レ
ポ
ー
ト
を
参
考
に
温

暖
化
適
応
の
取
り
組
み
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

eco topicseco topics
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用
を
促
進

　

農
村
地
域
に
被
害
を
も
た
ら
す
野
生
鳥
獣
の
捕
獲

数
が
年
々
増
加
す
る
中
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
食
肉
な
ど

に
有
効
利
用
す
る
前
向
き
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

い
る
。
農
林
水
産
省
は
そ
の
取
り
組
み
の
発
展
と
充

実
を
図
る
目
的
で
２
０
２
２
年
９
月
、
捕
獲
す
る
側

と
利
活
用
す
る
側
の
「
出
会
い
の
場
」
と
な
る
「
ジ

ビ
エ
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
立
し
た
。
現
在
、
野

生
鳥
獣
を
利
活
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
で
は
、
自
然
の
恩
恵
の
も
と

で
な
さ
れ
る
ジ
ビ
エ
の
利
活
用
が
、
従
来
廃
棄
さ
れ

て
い
た
も
の
を
持
続
的
な
消
費
に
向
か
わ
せ
る
社
会

的
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る
。
関
連
す
る
事
業

者
が
そ
の
意
義
を
共
有
し
、
連
携
し
て
情
報
発
信
や

意
見
交
換
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
趣
旨
に
賛
同
す
る
民
間
事
業
者

や
自
治
体
、
関
係
団
体
な
ど
が
参
加
で
き
、
個
人
は

含
ま
な
い
。
参
加
希
望
者
は
農
水
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
事
務
局
へ

メ
ー
ル
で
送
信
し
登
録
す
る
。年
会
費
な
ど
は
不
要
。

■
多
様
な
資
源
か
ら
生
ま
れ
る
水
素

　

燃
焼
時
に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
し
な
い

（
少
な
い
）も
の
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
呼
ば
れ
、
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
水
素
だ
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
水

を
は
じ
め
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を
も
と
に
製
造
で
き
、
貯

蔵
で
き
る
点
。
資
源
を
輸
入
に
頼
る
日

本
に
と
っ
て
、
調
達
先
の
多
角
化
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
。

　

水
素
は
、
原
料
や
製
造
工
程
の
違
い

に
よ
り
グ
レ
ー
、
ブ
ル
ー
、
グ
リ
ー
ン

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
グ
レ
ー
お
よ

び
ブ
ル
ー
水
素
は
化
石
燃
料
を
原
料
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
ブ
ル
ー
は

Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
。
グ
リ
ー
ン
水

素
は
再
エ
ネ
な
ど
の
電
気
で
水
を
分
解

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

福
島
県
浪
江
町
の
「
福
島
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
、
世
界

最
大
規
模
１
万
㌔
㍗
級
の
水
素
製
造
装

置
の
あ
る
研
究
施
設
だ
。
敷
地
内
に
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
に
よ
り
グ
リ
ー
ン

水
素
を
つ
く
る
。
毎
時
約
１
２
０
０
Ｎ

立
方
㍍
（
Ｎ
立
方
㍍
＝
０
℃
１
気
圧
の

標
準
状
態
に
換
算
し
た
ガ
ス
量
を
示
す

単
位
。
Ｎ
は
ノ
ル
マ
ル
の
略
）、
約
１

５
０
世
帯
の
１
カ
月
分
の
消
費
電
力
に

相
当
す
る
量
が
１
日
で
製
造
で
き
る
。

■
課
題
は
コ
ス
ト
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

政
府
の
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
２
０
３
０
年
の
電
源
構
成
の
う

ち
１
％
程
度
を
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
が

占
め
る
が
、
課
題
は
コ
ス
ト
だ
。
現
状

は
化
石
燃
料
の
約
５
倍
。
政
府
は
こ
れ

を
２
０
５
０
年
に
同
程
度
ま
で
下
げ
る

目
標
を
掲
げ
る
。

　

ま
た
水
素
を
使
う
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
の
普
及
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
も
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
コ
ス

ト
が
か
さ
む
。
一
般
的
な
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
整
備
費
は
１
億
円
程
度
だ

が
、
標
準
規
模
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
４
億
〜
５
億
円
に
な
る
。
国
内
に
は

２
０
２
２
年
時
点
で
約
１
７
０
カ
所
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
数
は
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
が
、
県
別
で
見
る

と
未
整
備
の
箇
所
も
あ
る
。
２
０
３
０

年
ま
で
の
目
標
は
９
０
０
カ
所
と
さ
れ

て
い
る
。

　

２
０
３
０
年
度
の
再
エ
ネ
発
電
比
率

の
目
標
は
36
〜
38
％
。
こ
れ
ま
で
紹
介

し
て
き
た
よ
う
に
再
エ
ネ
拡
大
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
現
状
は
18
％

（
２
０
１
９
年
度
時
点
）
に
と
ど
ま
る
。

そ
れ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
今
後

の
加
速
・
拡
大
を
、
他
人
事
で
は
な
く

自
分
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

　

各
種
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
紹
介
し
て
き
た
本
欄
。
最
終
回
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
向
け
活
用
が
期
待
さ
れ
る
「
水
素
」
を
見
て
い
く
。

 第6回〈最終回〉

知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ再エネ再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

注
目
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
水
素
」の
今
と
こ
れ
か
ら

解　説

　

環
境
負
荷
の
低
減
や
持
続
可

能
な
地
域
社
会
形
成
の
た
め
公

共
交
通
機
関
の
見
直
し
を
進
め

て
い
る
国
土
交
通
省
は
２
０
２

２
年
９
月
、
自
治
体
の
土
木
部

局
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
連
節

バ
ス
や
専
用
道
と
い
っ
た
高
次

の
機
能
を
備
え
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ

ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
：
１
面

用
語
解
説
参
照
）
導
入
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

た
。
２
０
２
２
年
４
月
現
在
28

カ
所
で
運
行
さ
れ
て
い
る
国
内

事
例
を
整
理
し
、
導
入
す
る
際

の
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
留
意
点

を
ま
と
め
て
い
る
。

　

策
定
の
背
景
に
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
と
い
う
政
府
目
標

に
向
け
交
通
手
段
の
低
炭
素
化

が
必
要
な
こ
と
、
少
子
高
齢
化

め
ル
ー
ト
設
定
の
自
由
度
が
比

較
的
高
い
な
ど
次
世
代
バ
ス
の

特
徴
も
示
す
。
導
入
プ
ロ
セ
ス

の
説
明
で
は
、
構
想
、
計
画
、

事
業
化
、
管
理
運
営
の
各
段
階

で
必
要
な
項
目
や
留
意
点
を
整

理
。
構
想
段
階
で
「
都
市
が
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
交
通

に
関
す
る
将
来
像
を
踏
ま
え
た

検
討
」、
計
画
段
階
で
「
道
路

空
間
を
利
活
用
し
た
ま
ち
の
賑

わ
い
の
創
出
」
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
留
意
す
る
と
い
っ
た
内
容
が

示
さ
れ
、
導
入
時
の
実
作
業
に

沿
っ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
地
域
公
共
交
通
の

見
直
し
へ
の
国
の
支
援
制
度
も

ま
と
め
て
お
り
、
こ
こ
で
も
構

想
、
事
業

化
、
管
理

運
営
な
ど

各
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。

　

全
文
は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
道
路
空
間
を
活
用
し
た

地
域
公
共
交
通
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
等

の
導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

や
人
口
減
少
に
対
応
で
き
る
地

域
の
公
共
交
通
機
関
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
鉄
道

と
路
線
バ
ス
の
中
間
的
な
輸
送

モ
ー
ド
で
道
路
を
走
行
す
る
た

次
世
代
バ
ス
導
入
の
指
針
策
定

自治体向け新たな公共交通を提示

働
か
な
け
れ
ば
供
給
力
へ
の
不

安
は
い
つ
ま
で
も
拭
え
な
い
。

　

供
給
側
の
都
合
で
需
要
家
側

に
節
電
を
求
め
る
の
で
は
イ
ン

フ
ラ
の
機
能
不
全
と
指
摘
さ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

　
　
　
　

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
唱
す
る

「
省
エ
ネ
」
も
安
定
供
給
が
前

提
で
あ
る
。
使
い
た
い
と
き
自

由
に
電
気
を
使
え
る
か
ら
日
常

生
活
や
事
業
活
動
が
で
き
る
。

そ
の
中
で
無
駄
な
電
気
を
使
わ

な
い
の
が
「
省
エ
ネ
」
だ
。
使

い
方
を
制
限
さ
れ
る
「
節
電
」

と
は
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
社
の
沿
革
を
た
ど
れ
ば
、

始
ま
り
は
電
気
設
備
の
保
安
点

検
管
理
だ
っ
た
。
そ
こ
に
電
気

の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る
省
エ

ネ
支
援
を
加
え
た
。
保
安
と
省

エ
ネ
と
い
う
２
本
柱
か
ら
な
る

基
盤
が
で
き
、
や
が
て
訪
れ
た

電
力
自
由
化
を
背
景
に
、
供
給

側
で
あ
る
電
力
小
売
り
事
業
を

開
始
し
た
。
だ
か
ら
基
盤
が
揺

る
が
な
い
よ
う
小
売
り
事

業
で
は
安
定
供
給
を
第
一

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

も
そ
も
電
気
の
供
給
が
な

け
れ
ば
２
本
の
柱
も
存
在

で
き
な
い
の
だ
か
ら
。

　
　

　
　
　
　

　

そ
ん
な
安
定
供
給
へ
の

思
い
を
念
頭
に
入
れ
、
今

冬
の
省
エ
ネ
を
考
え
て
み

る
。
そ
れ
は
供
給
側
が
求

め
る
「
節
電
」
で
も
あ
る

が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
を

考
慮
し
過
渡
的
段
階
で
の

対
処
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

習
慣
は
不
安
な
く
「
省
エ

ネ
」
が
で
き
る
近
い
未
来

に
も
役
立
て
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
間
違
い
な
く
い
え
る

の
は
電
気
を
「
見
え
る
化
」
す

れ
ば
省
エ
ネ
活
動
が
容
易
に
な

る
と
い
う
事
実
だ
ろ
う
。
今
ど

れ
く
ら
い
電
気
を
使
っ
て
い
る

か
わ
か
れ
ば
対
策
は
打
て
る
。

　

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

る
だ
け
で
判
定
で
き
る
。

盤
面
周
囲
に
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
光
が
時
計
の
長
針
を
追

い
抜
か
な
け
れ
ば
目
標
達

成
で
あ
る
。

　

今
冬
求
め
ら
れ
る
「
節

電
」
は
時
間
帯
が
指
定
さ

れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ

っ
て
は
生
産
設
備
や
業
務

上
必
要
な
電
気
を
切
ら
な

い
と
達
成
で
き
な
い
場
合

も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
対
処
に
は
生
産
工
程
や

業
務
フ
ロ
ー
の
組
み
直
し

と
い
っ
た
方
法
が
あ
る
。

節
電
要
請
の
時
間
帯
に
稼

働
機
器
を
制
限
し
使
用
を

抑
制
し
た
分
は
ほ
か
の
時

間
帯
で
稼
働
す
る
、
機
器

の
立
ち
上
げ
時
間
を
ず
ら
す
な

ど
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
無
理

の
な
い
範
囲
で
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど

こ
ま
で
の
制
限
が
可
能
な
の

か
、
シ
フ
ト
で
き
る
作
業
は
ど

　
「
電
力
需
給
逼
迫
に
よ
る
節

電
要
請
」「
無
理
の
な
い
節
電
」

な
ど
昨
年
の
夏
に
続
き
、
今
冬

も
「
節
電
」
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
う
。
当
社
で
も
「
Ｄ
Ｒ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
節
電
要

請
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

　

電
力
事
業
は
「
安
定
供
給
」

が
大
前
提
の
は
ず
だ
が
、
そ
れ

が
崩
れ
か
け
て
い
る
こ
と
は
こ

こ
で
も
何
度
か
触
れ
て
き
た
。

来
年
か
ら
実
需
給
の
始
ま
る
容

量
市
場
が
正
常
に
機
能
す
る
こ

と
で
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
制
度
が
正
し
く
継
続
的
に

れ
な
の
か
と
い
っ
た
想
定
を
事

前
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
と
き
に
も
や
は
り

電
気
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
正
し
く
見
通
す
の

は
難
し
い
。
使
用
状
況
が
隠
れ

た
ま
ま
で
の
節
電
と
、
は
っ
き

り
と
見
え
た
状
態
で
の
節
電
で

は
対
策
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て

く
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
電
気

を
「
見
え
る
化
」
す
れ
ば
省
エ

ネ
活
動
は
容
易
に
な
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

イ
ン
フ
ラ
の
機
能
不
全
と
も

指
摘
さ
れ
る
状
態
か
ら
、
こ
の

国
全
体
で
電
気
の
安
定
供
給
が

確
保
さ
れ
る
ま
で
の
移
行
の
時

期
。
そ
れ
を
過
渡
的
段
階
と
表

現
し
、
今
冬
の
「
節
電
」
は
一

過
性
の
対
応
と
先
に
述
べ
た
。

こ
こ
で
い
う
「
節
電
」
を
恒
久

的
な
も
の
に
し
て
は
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
の
手
放
せ
な
い

武
器
が
「
見
え
る
化
」
だ
と
考

え
て
い
る
。

使用が制限される「節電」
安定供給下での「省エネ」
「見える化」の果たす役割

を
使
う
お
客
様
で
あ
れ
ば
事
前

に
30
分
単
位
に
分
か
れ
た
１
日

48
コ
マ
の
そ
れ
ぞ
れ
で
設
定
値

を
定
め
、
ど
れ
だ
け
の
電
力
使

用
が
適
切
か
を
決
め
る
準
備
作

業
だ
。
そ
の
あ
と
実
施
す
る
省

エ
ネ
活
動
の
進
捗
は
時
計
を
見

よ
う
に
な
り
、
１
９
６
４
年
に
現

行
の
電
気
事
業
法
が
成
立
し
て
翌

１
９
６
５
年
に
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
の
変

遷
を
踏
ま
え
、
利
用
者
保
護
や
事

業
の
発
展
、
安
全
性
の
確
保
な
ど

明
確
な
目
的
を
掲
げ
、広
域
運
営
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
保
安
行
政
の
合

理
化
と
い
っ
た
側
面
か
ら
規
制
を

定
め
た
。
公
害
問
題
へ
の
対
応
で

１
９
７
０
年
に
「
環
境
の
保
全
」

を
法
の
目
的
に
加
え
る
な
ど
小
規

模
な
改
正
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が

当
初
か
ら
の
内
容
は
大
筋
引
き
継

が
れ
た
ま
ま
30
年
に
わ
た
り
電
気

事
業
の
根
幹
に
据
え
ら
れ
た
。

　

最
初
の
抜
本
的
な
改
正
は
１
９

９
５
年
。
世
界
的
な
規
制
緩
和
の

流
れ
を
受
け
、
発
電
部
門
の
新
規

参
入
拡
大
、
特
定
地
点
で
の
電
力

小
売
り
解
禁
な
ど
の
見
直
し
が
な

さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
第
１
次
電
力

構
造
改
革
で
、
そ
の
後
、
法
以
外

の
制
度
整
備
を
含
め
２
０
０
８
年

の
第
４
次
ま
で
改
革
は
進
め
ら
れ

る
。
そ
の
中
に
は
、
電
力
小
売
り

の
部
分
自
由
化
、
卸
電
力
取
引
所

の
創
設
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
発
生
で
露
見
し
た
電
力
供
給
体

制
の
脆
弱
性
を
改
善
す
る
な
ど
の

目
的
で
、
２
０
１
３
〜
２
０
１
５

年
に
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
し

て
３
段
階
の
改
正
を
行
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
創
設
、
電
力
小
売
り
の
全

面
自
由
化
、
大
手
電
力
会
社
の
送

配
電
部
門
の
分
社
化
な
ど
が
定
め

ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
電
気
事
業

の
定
義
も
見
直
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
競
争
環
境
の
整
備
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
の
整
合
性
の

確
保
、
安
定
供
給
、
環
境
保
全
と

い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
適

宜
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近

で
は
大
型
蓄
電
池
か
ら
の
放
電
を

発
電
事
業
に
位
置
づ
け
る
改
正
が

２
０
２
２
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
。

会
社
に
統
合
さ
れ
、
現
在
の
大
手

電
力
の
も
と
に
な
っ
た
。

　

終
戦
後
、
戦
時
体
制
は
ポ
ツ
ダ

ム
政
令
に
よ
り
解
体
さ
れ
る
。
新

た
に
９
電
力
会
社
が
事
業
を
担
う

戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
き
、

電
力
管
理
法
や
国
家
総
動
員
法
に

よ
っ
て
電
気
事
業
は
国
家
管
理
の

体
制
に
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
民

間
の
電
気
事
業
者
が
９
つ
の
配
電

　

日
本
で
最
初
の
電
気
事
業
法

（
旧
法
）
が
成
立
し
た
の
は
明
治

時
代
。
現
東
京
電
力
の
前
身
で
あ

る
東
京
電
燈
会
社
の
開
業
（
１
８

８
６
年
）
を
皮
切
り
に
電
気
事
業

の
発
展
に
伴
っ
て
電
気
事
業
者
数

が
増
加
、
法
規
制
が
必
要
に
な
っ

た
。
電
気
料
金
の
届
出
制
や
自
家

用
設
備
の
主
任
技
術
者
制
度
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
た
旧
法
は
１
９
１

１
年
に
成
立
し
た
。

　

や
が
て
事
業
者
間
の
競
争
が
激

化
し
て
い
き
、
送
配
電
設
備
の
重

複
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

公
益
事
業
と
し
て
の
統
制
を
図
る

べ
く
１
９
３
１
年
、設
備
の
統
合
、

料
金
の
認
可
制
、
会
計
処
理
規
則

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
旧
法
は
改
正

さ
れ
る
。

　

１
９
３
０
年
代
後
半
に
な
る
と

電
気
事
業
を
統
括
す
る
根
幹
の
法
律

電気事業法の歴史

1911年 最初の電気事業法（旧法）成立
電気事業の発展に伴い、全体を統括するルー
ルが必要になった。

1931年 改正電気事業法（旧法）成立
競争激化などに対応し、公益規制を強化。

1937年頃～ 戦時体制が強化されていく
電力管理法や国家総動員法などにより国策企
業「日本発送電 株式会社」が設立、民間企
業は９つの配電会社に統合され、国家管理体
制が確立していく。

1945年～ 戦後の電気事業へ
終戦を迎え、占領軍のポツダム政令により電
力管理法などが廃止される。新しい９電力会
社によって戦後の電気事業が進められていく。

1964年 新しい電気事業法 成立
旧法の仕組みを一部引き継ぎながら電気事業
に関する利用者保護、事業の発展、公共の安
全を目的とする法律がつくられた。

1995年 30年ぶりの大改正（第１次電力構造改革）
規制緩和の流れを受け、発電部門の新規参入
拡大、特定地点の電力小売り参入、料金規制
の見直しなどが実施される。

2000年 小売り自由化の第一歩となる改正
2000kW以上の需要家への電力小売り自由
化を認める改正。

2003年 自由化範囲の拡大などを進める改正
電力小売り自由化範囲の拡大、卸電力取引所
の創設、振替供給料金の廃止など。

2013～15年 電力システム改革による改正
電力広域的運営推進機関の創設、電力小売り
全面自由化、送配電部門の分社化など。

概観

電 事電 事事気気事事業業業法法
　新連載「概観 電気事業
法」。ここでは日本の電気
事業を運営していくため
の根幹的な法律について
解説していく。
　初回はその導入として、
戦前の旧法成立から、戦
後に制定された現在の電
気事業法、その後の大き
な改正といった歴史をた
どり、法の「沿革」を見
ていく。続く第 2 回は、
附則を除く全 9 章からな
る条文の構成を俯瞰的に
紹介。各論となる章ごと
の内容は、第 3 回から掲
載していく予定だ。

第
１
回

沿　

革

国
交
省

レポートに示された温暖化の主な影響と適応策

種類 影響 適応策

水稲
● 白未熟粒が多くの地域で
発生
●暖冬による虫害が多発

● 水管理の徹底、適期移植・
収穫

●高温耐性品種の導入
● 穂肥施用など肥培管理の
徹底

果樹

● ぶどう、りんごで着色不
良や着色遅延

● うんしゅうみかんの日焼
け果

● 着色具合を比較的問われ
ない黄緑系品種の導入
● 日焼け果対策として摘果、
カルシウム剤散布

野菜
●トマトの着花・着果不良
●いちごの花芽分化の遅れ

● 遮光資材の活用、細霧冷
房・循環扇の導入

● 新品種導入、培地昇温抑制

花き
● きく開花期の前進・遅延
●奇形花の発生

● シェードの活用、ヒートポ
ンプ活用による夜冷

畜産
●牛の乳量・乳成分の低下
●斃死（へいし）の発生

●牛舎の送風・換気
●細霧冷房の導入

（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 冬季　第 71号　【季刊】
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の
名
称
（
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
・
２

０
０
２
年
）
に
取
り
入
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
園
児
の
活
動
は
私
た
ち
の
願

い
通
り
、
ま
さ
に
自
然
な
行
動
で
す
ね
。

岩
﨑　

日
常
の
行
動
の
中
で
わ
か
り

や
す
く
、
電
気
の
使
い
方
の
情
報
を
読

み
取
れ
る
。
そ
の
機
会
が
で
き
て
い
る

こ
と
が
一
番
の
強
み
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
誰
も
が
１
日
に
何
度
も
目
に
と
め

提
供
し
た
か
っ
た
の
は
自
然
な
行
動
を
促
す
商
品

よ
い
も
の
を
社
会
に
伝
え
る
研
究
者
で
い
た
い

新春対談
IWASAKI SHIMPEI

UMAMOTO EIICHI

東京都出身。日本テクノ 株式会社 代表取締役社
長。1995年４月に同社を設立。電気設備の保
安サービスや電力小売りなどの事業を展開し、全
国約 6万 6000 件のお客様に川上から川下ま
で電気に関する一貫したサービスを提供してい
る。電力の使用状況などを可視化するSMART 
CLOCKは2011年に販売を開始した。

神奈川県出身。福岡女子大学国際文理学部環境
科学科 准教授。地球環境学博士。主な研究テー
マは環境配慮に向けた生活行動および環境資源
管理。文部科学省・二国間交流事業「日・瑞典
の幼児の環境配慮行動促進に向けた教材開発お
よび評価に関する異文化比較研究」でSMART 
CLOCKに着目し研究成果をまとめている。

環境教育の視点で見る環境教育の視点で見る
SMART CLOCK の有用性SMART CLOCK の有用性
　2023年初号の新春対談で登場するのは、環境教育の研究素材としてSMART CLOCK（スマー
トクロック）に着目した福岡女子大学准教授の岩﨑慎平さん。提供元である日本テクノの馬本英
一社長に商品開発の経緯を聞きながら、その有用性について語り合った。

馬
本
英
一
社
長

岩
﨑
慎
平
さ
ん

馬
本　

当
社
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
研
究
の
対
象
に
し
て
く
だ
さ

っ
た
と
の
こ
と
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

岩
﨑　

こ
ち
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
ご

協
力
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
充
実

し
た
研
究
成
果
が
得
ら
れ
、
そ
れ
を
ま

と
め
た
冊
子
も
発
表
で
き
ま
し
た
。

馬
本　
『
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
を
用

い
た
幼
児
期
か
ら
の
環
境
教
育
実
践

〜
エ
コ
ビ
ジ
ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
活

用
〜
』
で
す
ね
。
幼
稚
園
な
ど
当
社
の

お
客
様
の
活
動
も
含
め
客
観
的
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
て
、
商
品
の
提
供
元
な
が

ら
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
分
野
の
研
究
は
、
ど
ん
な
経

緯
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

岩
﨑　

子
ど
も
の
頃
か
ら
山
登
り
な

ど
を
通
し
て
自
然
に
親
し
む
の
が
好
き

で
し
た
。
す
る
と
そ
の
豊
か
さ
に
触
れ

る
と
同
時
に
、
失
わ
れ
て
い
く
姿
も
目

に
入
る
。
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て

い
く
様
子
で
す
。
や
が
て
そ
れ
を
解
決

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
始

め
、
環
境
分
野
の
研
究
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
座
学
と
い
う
よ

り
も
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
か
課
題

を
探
り
、
そ
れ
に
対
す
る
問
題
解
決
を

図
る
の
が
原
点
で
す
。

馬
本　

私
も
同
様
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
時
代
の
日
本
は
高
度
経
済

成
長
期
で
、
公
害
問
題
が
深
刻
化
し
ヘ

ド
ロ
の
川
を
見
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
変
え
る
べ
き
だ
と
常
々

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
心
あ
る

人
た
ち
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
き
、

今
で
は
東
京
の
川
も
驚
く
ほ
ど
き
れ

い
に
な
っ
た
。
私
も
そ
う
し
た
環
境
保

全
へ
の
貢
献
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
含
め
た
省
エ
ネ
の
推
進

に
も
少
な
か
ら
ず
そ
の
気
持
ち
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
岩
﨑
先
生
は
、

こ
の
商
品
の
存
在
を
ど
う
や
っ

て
知
っ
た
の
で
す
か
。

岩
﨑　

研
究
活
動
の

中
で
環
境
教
育
の
よ
い

事
例
を
探
し
て
い
て
日

本
テ
ク
ノ
さ
ん
が
提
供

す
る
「
省
エ
ネ
の
達
人

『
企
業
編
』」
の
動
画
を

見
つ
け
ま
し
た
。
愛
媛
県

の
「
木
の
実
幼
稚
園
」
の
事
例

で
、
園
児
た
ち
が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
使
っ
て
楽
し
く
省
エ
ネ

し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
こ
ん
な
取
り
組
み
は
世
界
的
に
も

珍
し
く
、
ぜ
ひ
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
と

声
を
か
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

馬
本　

時
計
が
赤
色
の
警
告
表
示
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
、
気
づ
い
た
園
児

が
自
ら
館
内
放
送
で
注
意
を
呼
び
か
け

る
取
り
組
み
で
す
ね
。
確
か
に
あ
れ
は

楽
し
そ
う
。
こ
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た

っ
か
け
」。
そ
れ
が
最
も
大
事
な
要
素

と
い
え
ま
す
。
資
源
の
無
駄
遣
い
を
や

め
よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
省
エ
ネ
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
能
力

も
あ
る
け
れ
ど
、
き
っ
か
け
が
な
い
と

実
際
に
は
動
き
出
さ
な
い
。「
赤
色
＝

使
い
過
ぎ
」
と
い
う
情
報
は
ひ
と
目
で

気
づ
き
を
得
ら
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
行

動
に
移
せ
る
。
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
育
む
教
育
の
視
点
か
ら
も
、

よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

馬
本　

環
境
教
育
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

岩
﨑　

は
い
。
先
生
に
「
赤
色
に
な

っ
て
い
る
よ
」
と
報
告
す
る
の
も
、
園

児
同
士
で
「
じ
ゃ
あ
電
気
を
消
し
て
み

よ
う
」
な
ど
相
談
す
る
の
も
自
然
に
で

き
る
。「
見
え
る
化
」「
理わわ

解かか

る
化
」
に

よ
り
気
づ
い
た
こ
と
を
考
え
、
話
し
合

う
機
会
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
い
う
な
れ

ば
「
つ
な
ぐ
化
」。
一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
商
品

な
の
で
す
が
課
題
は
１
つ
残
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
続
け
て
い
る
と
飽
き
て

し
ま
う
。
あ
え
て
要
望
を
言
わ
せ
て
も

ら
え
る
な
ら
、
ず
っ
と
飽
き
ず
に
楽
し

ん
で
取
り
組
め
る
仕
掛
け
を
つ
け
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

馬
本　

一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
は
継

続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
う
た

め
半
年
に
１
度
、
省
エ
ネ
活
動
の
助
言

を
す
る
ア
シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
導
入
後
１
年
は

効
果
が
出
て
も
２
年
目
以
降
は
伸
び
悩

む
ケ
ー
ス
が
多
い
。
だ
か
ら
売
り
っ
ぱ

な
し
に
は
せ
ず
、
商
品
だ
け
で
は
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
を
人
の
手
で
補

っ
て
い
ま
す
。
元
々
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
に

つ
く
っ
た
商
品
を
お
客
様
の
発
想
で
環

境
教
育
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
の
目
線
に
立
っ
た
商
品
開
発

を
念
頭
に
置
き
、
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

岩
﨑　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
い
商
品
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な

要
望
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
研

究
者
と
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
に
な
る

た
め
の
橋
渡
し
の
存
在
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
い
も
の
は
い
い
と

世
の
中
に
伝
え
て
い
く
研
究
を
続
け
た

い
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
伝

え
広
げ
た
い
も
の
の
１
つ
な
の
で
す
。

馬
本　

私
も
、
ま
だ
夢
を
語
る
よ
う

な
段
階
で
す
が
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
含

め
商
品
を
広
め
て
い
く
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
﨑　

こ
ち
ら
こ
そ
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
、
使
い
過
ぎ
た
ら
自
動
的

に
電
源
を
落
と
す
よ
う
な
デ
マ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
の
節
電
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
そ
う
で
は
な
く
、
人
に

よ
る
毎
日
の
自
然
な
行
動
で
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
発
想
を
変

え
た
の
で
す
。
英
語
に
し
て
デ
イ
リ
ー
・

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
。
そ
の
頭

文
字
は
、
変
電
設
備
に
つ
け
る
主
装
置

る
掛
け
時
計
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
実
に
よ
く
で
き
て
い
る
と
い
う
か
。

馬
本　

当
初
か
ら
時
計
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
あ
れ
こ
れ
悩
ん

だ
試
行
錯
誤
の
結
果
で
し
た
。
使
用

状
況
が
グ
ラ
フ
や
数
値
で
表
示
で
き

る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
（
環
境
指
向
型
多
機
能
モ
ニ
タ
ー
）

が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
自
然
な
行

動
を
促
せ
る
も
の
を
提
供
し
た
か
っ

た
。
そ
こ
で
大
型
パ
ネ
ル
で
表
示
さ
せ

た
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ー
を
ポ
ー
ル
状
に

し
て
み
た
り
と
試
作
を
重
ね
た
の

で
す
が
ど
れ
も
お
客
様
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
出
来
に

は
な
ら
ず
、
く
じ
け
そ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

ふ
と
見
た
腕
時
計
で
「
こ
れ
だ
」

と
ひ
ら
め
い
た
の
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

丸
く
配
置
し
て
１
分
１
つ
の
60
本
の

ラ
ン
プ
を
電
気
の
使
用
状
況
に
応
じ

て
色
を
変
え
な
が
ら
表
示
す
れ
ば
い

い
と
。

岩
﨑　

行
動
の
き
っ
か
け
に
な
る

最
適
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が

共
感
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
行
動
科

学
者
Ｂ
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
グ
さ
ん
は
、
人
が

行
動
す
る
と
き
の
条
件
を
３
つ
挙
げ

て
い
ま
す
。「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
能

力
」「
プ
ロ
ン
プ
ト
」
で
す
。
３
つ
目

の
プ
ロ
ン
プ
ト
を
言
い
換
え
る
と
「
き
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環
境
問
題
で
よ
く
聞
く
基
礎
的
な
用
語
に
つ
い
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て

解
説
し
て
い
る
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。第
５
回
は「
生
物
多
様
性
」。

家
庭
や
学
校
、職
場
な
ど
で
話
題
に
し
、活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A
第 5回「生物多様性」

　

生
物
多
様
性
と
は
、
地
球
上

に
生
き
る
動
植
物
か
ら
菌
類
な

ど
の
微
生
物
ま
で
す
べ
て
の
生

き
物
が
支
え
合
い
、
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
ん

だ
。
３
０
０
０
万
種
と
も
い
わ

れ
る
た
く
さ
ん
の
種
類
の
生
き

物
は
互
い
に
影
響
し
合
い
な
が

ら
命
を
循
環
さ
せ
て
い
る
よ
。

　

生
物
多
様
性
は
、
森
林
、
里

地
里
山
、
砂
漠
、
珊
瑚
礁
な
ど

地
域
や
地
形
、
環
境
に
応
じ
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
生
態
系
が

存
在
す
る
こ
と
（
生
態
系
の
多

様
性
）、
た
く
さ
ん
の
種
が
存

在
す
る
こ
と
（
種
の
多
様
性
）、

同
じ
種
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

遺
伝
子
が
あ
る
こ
と
（
遺
伝
子

の
多
様
性
）
の
３
つ
の
レ
ベ
ル

で
分
類
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら

が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
よ
。

　

ど
の
生
物
も
、
ほ
か
の
た
く

さ
ん
の
生
物
と
関
わ
る
こ
と
で

初
め
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
。

　

人
間
は
生
物
多
様
性
か
ら
た

く
さ
ん
の
も
の
を
与
え
ら
れ
て

い
る
よ
。
暮
ら
し
に
必
要
な
食

料
や
水
、
燃
料
、
医
薬
品
の
原

料
な
ど
は
そ
の
一
部
で
、
大
気

や
水
を
き
れ
い
に
し
気
候
を
整

え
て
人
が
住
め
る
自
然
環
境
を

つ
く
っ
た
り
、
今
吸
い
込
ん
で

い
る
酸
素
や
足
元
の
土
も
、
多

様
な
生
き
物
の
つ
な
が
り
が
生

み
出
し
た
も
の
な
ん
だ
。

　

で
も
最
近
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

が
人
間
に
よ
る
環
境
破
壊
な
ど

で
崩
れ
か
け
て
い
る
。
例
え
ば

野
生
動
物
の
個
体
数
は
過
去
50

年
間
で
70
％
近
く
減
っ
た
と
い

う
報
告
も
あ
る
よ
。
そ
れ
で
も

与
え
ら
れ
て
き
た
恵
み
が
な
け

れ
ば
人
は
暮
ら
し
て
い
け
な

い
。
だ
か
ら
今
、
生
物
多
様
性

を
守
る
た
め
の
環
境
保
全
活
動

が
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
な
ん
だ
。

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
９
月
23
日
夜
半
、
台

風
15
号
が
静
岡
県
内
を
襲
っ
た
。
有

限
会
社
清
水
養
鶏
場
の
あ
る
静
岡

市
葵
区
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
雨
量

を
記
録
し
、
一
帯
が
停
電
し
た
。
代

表
取
締
役
の
清
水
茂
さ
ん
の
自
宅
か

ら
職
場
で
あ
る
養
鶏
場
に
向
か
う
道

路
も
斜
面
が
崩
壊
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
そ
の
と
き
を
振
り
返

り
「
夜
に
な
り
一
帯
が
停
電
し
て
鶏

不
安
で
し
た
。
朝
に
な
る
と
鶏
が
一

斉
に
餌
を
ね
だ
り
騒
ぎ
出
し
ま
す

が
、
停
電
で
給
餌
機
や
ポ
ン
プ
は
動

き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
道
の
確
保
を
優

先
し
、
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
午
後

か
ら
パ
ー
ト
さ
ん
を
集
め
、
機
械
化

さ
れ
て
い
た
集
卵
作
業
を
手
作
業
で

行
い
、な
ん
と
か
出
荷
で
き
ま
し
た
」

　

パ
ー
ト
さ
ん
が
来
て
集
卵
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
清
水
さ
ん
が
鶏
の

世
話
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
停
電

は
解
消
。清
水
さ
ん
は
ほ
っ
と
し
た
。

　

事
業
継
続
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
災
害
規
模
で
あ
っ
た
が
、
養

鶏
場
は
簡
単
に
移
転
で
き
る
施
設
で

は
な
い
。
悩
ん
だ
結
果
、
清
水
さ
ん

は
同
所
で
の
再
出
発
を
決
め
、
ま
ず

は
１
週
間
か
け
て
敷
地
内
の
泥
を
取

り
除
い
た
。

　
「
災
害
か
ら
１
カ
月
た
ち
静
岡
市

の
災
害
対
策
で
よ
う
や
く
側
溝
の
土

砂
の
か
き
出
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
災
害
に
備
え
て
非
常
用

発
電
機
の
設
置
や
沢
の
整
備
な
ど
の

対
策
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
る

限
り
の
備
え
を
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

鶏
と
と
も
に
生
き
て
い
き
ま
す
」

舎
が
心
配
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
夜

中
の
行
動
は
危
険
だ
と
考
え
、
雨
が

少
し
弱
ま
っ
た
翌
日
の
夜
明
け
前
に

急
い
で
自
宅
を
出
ま
し
た
。
養
鶏
場

は
河
川
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

川
沿
い
の
道
を
軽
バ
ン
で
向
か
っ
た

と
こ
ろ
、
途
中
で
土
砂
崩
れ
が
起
き

て
い
て
道
が
ふ
さ
が
れ
通
れ
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
状
況
を
確
認
し
よ

う
と
車
か
ら
外
に
出
る
と
、
依
然
と

し
て
雨
は
降
り
続
い
て
い
て
、
川
は

ご
う
ご
う
と
音
を
立
て
て
流
れ
て
い

る
。
暗
く
て
は
っ
き
り
と
は
見
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
音
だ
け
で

も
今
に
も
氾
濫
し
そ
う
だ
と
思
い
怖

か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

と
り
あ
え
ず
車
が
通
れ
る
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
よ
う
と
、
清
水
さ
ん
は

歩
い
て
鶏
舎
に
行
き
、
鶏
糞
を
か
き

出
す
重
機
に
乗
っ
て
道
が
ふ
さ
が
れ

た
現
場
に
戻
り
、
崩
れ
た
土
砂
を
取

り
除
い
た
。
万
一
の
と
き
の
避
難
路

を
つ
く
っ
て
、
よ
う
や
く
鶏
舎
の
周

り
を
点
検
し
た
。

　
「
養
鶏
場
の
裏
山
の
沢
か
ら
土
砂

が
押
し
寄
せ
周
囲
の
側
溝
が
埋
ま

り
、
敷
地
内
は
大
量
の
泥
に
覆
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
鶏
舎
内
は
土
砂
の
被

害
は
免
れ
た
の
で
す
が
、
近
隣
の
送

電
鉄
塔
が
倒
れ
、
一
部
で
河
川
が
氾

濫
し
水
道
が
止
ま
る
な
ど
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り

災害から１カ月がたち、市の支援で側溝の
土砂のかき出しが始まった。

養鶏場に向かう途中の土砂崩れの現場。当時は川が
ごうごうと音を立てて流れていた。

代表取締役の清水茂さん。

Ｑ

Ａ

uestionuestion

nswernswer

Ｑuestionuestion

Ａnswernswer

生物多様性と人間は関係ある？

生物多様性とは？

図解入門ビジネス 最新 電力システムの基本と仕組みがよ～くわかる本［第３版］
木舟辰平 著
「
発
電
機
と
は
」か
ら「
次
世
代
送
配
電
網
」ま
で

　

電
気
を
つ
く
る
発
電
所
、

需
要
地
ま
で
運
ぶ
送
配
電

網
、
運
営
す
る
制
度
、
そ
れ

ら
の
総
体
が
電
力
シ
ス
テ
ム

と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
か
つ

て
こ
の
事
業
は
、
国
の
政
策

に
よ
り
地
域
ご
と
の
大
手
電

力
会
社
が
一
手
に
担
っ
て
き

た
。
そ
れ
が
現
在
、
電
力
市

場
の
自
由
化
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
導
入

を
は
じ
め
と
す
る
脱
炭
素
化

の
流
れ
、
安
定
供
給
の
保
持

と
い
っ
た
多
く
の
課
題
に
対

応
す
る
べ
く
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

た
だ
そ
の
内
容
は
、
改
革

に
伴
い
著
し
く
複
雑
化
し
て

い
る
。
す
ん
な
り
理
解
す
る

の
が
難
し
い
そ
の
基
本
と
仕

組
み
を
か
み
砕
き
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
の
が
本
書

で
あ
る
。

　
〝
発
電
機
と
は
何
ら
か
の

力
で
磁
石
を
回
転
さ
せ
る
こ

と
で
、
磁
石
の
周
囲
に
巻
か

れ
た
コ
イ
ル
に
電
流
を
流
す

装
置
〞（
12
頁
）
と
い
っ
た

説
明
や
、
新
電
力
が
送
電
線

を
利
用
す
る
制
度
の
解
説
で

は
〝
電
気
を
「
送
る
」
こ
と

を
一
般
送
配
電
事
業
者
に

「
託
す
」
わ
け
で
、
こ
れ
を

託
送
と
い
い
ま
す
〞（
１
１

４
頁
）
な
ど
の
平
易
な
文
章

が
続
く
。
い
く
つ
か
の
図
解

に
、
も
う
少
し
説
明
が
ほ
し

い
と
思
え
る
専
門
的
な
も
の

が
含
ま
れ
る
が
、
理
解
で
き

る
部
分
だ
け
を
読
み
進
め
て

も
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
の
十
分
な
知
識
は
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

　

送
配
電
網
に
お
け
る
基
幹

系
統
と
配
電
系
統
の
区
分
け

方
、
卸
電
力
市
場
で
価
格
が

高
騰
す
る
要
因
、
２
０
５
０

年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
し
た
と
き
の
想
定

電
源
構
成
、
次
世
代
の
送
配

電
網
な
ど
、
本
紙
・
環
境
市

場
新
聞
を
読
む
う
え
で
も
有

用
な
情
報
が
多
数
あ
る
。

が
続
く
。
い
く
つ
か
の
図
解

用
な
情
報
が
多
数
あ
る
。

秀和システム　2,090円（税込）

　

栃
木
県
佐
野
市
の
県
道
沿

い
に
あ
る
磯
貝
ビ
ル
は
近
隣

で
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
大
型

の
ビ
ル
。
10
室
の
テ
ナ
ン
ト

入
居
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
現

在
は
保
険
会
社
、
不
動
産
、

税
理
士
事
務
所
と
い
っ
た
オ

フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
学
童
保
育

施
設
も
入
っ
て
い
て
地
域
に

住
む
多
く
の
親
子
が
訪
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

　

今
回
話
を
伺
っ
た
の
は
代

表
取
締
役
の
磯
貝
剛
大
さ

ん
。
父
親
か
ら
こ
の
ビ
ル
を

引
き
継
ぎ
管
理
し
て
い
く
中

で
日
本
テ
ク
ノ
の
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
と

電
気
設
備
の
保
安
管
理
を
導

入
し
た
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
ビ

ル
の
管
理
業
務
が
楽
に
な
る

の
も
確
か
で
す
が
、
私
は

〝
人
〞
で
導
入
を
決
め
ま
し

た
」
と
磯
貝
さ
ん
は
話
す
。

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
地
域
の

担
当
営
業
の
飛
び
込
み
訪

問
。
何
度
も
足
を
運
ぶ
担
当

ビ
ス
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

商
売
は
信
頼
関
係
が
あ
っ
て

こ
そ
。
そ
れ
は
テ
ナ
ン
ト
と

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
間
で
も
変

わ
り
ま
せ
ん
」
と
磯
貝
さ
ん

は
自
ら
の
経
営
ポ
リ
シ
ー
に

通
じ
る
も
の
に
触
れ
共
感
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　

ビ
ル
の
運
営
だ
け
で
は
な

く
社
会
福
祉
や
飲
食
な
ど
Ｍ

営
業
と
会
話
を
重
ね
る
う
ち

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
こ
の

人
と
こ
の
会
社
に
任
せ
た
い

と
思
っ
た
と
い
う
。

　
「
担
当
営
業
も
そ
う
で
す

が
、
全
体
的
に
動
き
が
早

く
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
対

応
し
て
く
れ
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。
保
安
管
理
も
点
検
時

に
部
品
の
劣
化
や
状
態
に
つ

い
て
そ
の
都
度
指
摘
や
報
告

が
あ
る
。
そ
れ
に
従
い
コ
ン

デ
ン
サ
や
Ｌ
Ｂ
Ｓ
と
い
っ
た

設
備
の
更
新
も
行
い
ま
し

た
。
停
電
事
故
な
ど
大
き
な

問
題
に
な
る
前
に
対
応
で
き

た
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
担
当
営
業
の
熱
意
と

人
柄
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
対
応
。
信
頼
で
き
る
サ
ー

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全
体で一括受電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力会社へまと
めて支払っている。オーナーはテナン
トの使用分を立て替えるため、個々
のテナントに対し、それぞれに応じた
電気料金を請求する。そこには子メー
ターの検針、料金算出、請求管理と
いった手間のかかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーをわずら
わせていたそれらの業務をすべて代
行するサービスである。既存の子メー
ターは自動検針のスマートメーターに
変更され、月々の使用量は日本テクノ
に伝送される。オーナーとテナントの
双方にとって、ともに信頼性を高めら
れるシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

導入の決め手は信頼できる〝人〟
迅速対応で事故を未然に防止

＆
Ａ
で
事
業
の
幅
を
広
げ
て

い
る
磯
貝
さ
ん
。
最
近
で
は

新
し
い
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
も
建

設
し
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
の
募

集
を
開
始
し
た
。
周
辺
に
は

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
が
複

数
あ
り
、
新
た
な
物
流
の
拠

点
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う

し
た
佐
野
市
で
地
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
願
う
。

栃木県佐野市◎磯貝ビル

同社の商品はGIFT 
street で入手可能

で
き
る
限
り
の
備
え
で鶏と

生
き
る

テクノユーザー

復興への歩み

54Scene

日本テクノ代表取締役社長
馬本 英一

年頭あいさつ

「創意」が生んだ実りを着実に「展開」

202３年初号に寄せて

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）」

で
お
客
様
と
と
も
に
、
電
力

需
給
の
安
定
を
目
指
し
た
か

ら
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
流
れ
で
昨
年
末
か
ら

開
始
し
た
「
Ｄ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
国
の
「
節
電
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
創
意
が
生
ん
だ
そ

れ
ら
の
成
果
が
、
１
０
０
０

億
円
を
超
え
る
売
上
と
な
り

実
り
を
導
い
た
年
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
展
開　

ｕ
ｎ
ｆ
ｏ
ｌ
ｄ
」

で
す
。
昨
年
創
出
し
た
実
り

を
着
実
に
展
開
さ
せ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
省
エ
ネ
活
動
を

進
め
て
き
た
お
客
様
に
電
気

　

２
０
２
３
年
の
年
頭
に
当

た
り
皆
様
と
と
も
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

テ
ー
マ
は
「
創
意
」
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
大
雪
で
始
ま
り
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、各
国
リ
ー
ダ
ー
の
交
代
、

歴
史
的
な
円
安
な
ど
荒
波
の

よ
う
な
１
年
で
し
た
。
さ
ら

に
３
月
の
東
京
電
力
管
内
で

の
電
力
逼
迫
警
報
に
続
き
、

突
然
の
気
温
上
昇
で
６
月
に

初
の
電
力
逼
迫
注
意
報
と
国

内
の
供
給
力
不
足
が
露
呈
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
当
社
は
供
給
力

確
保
義
務
を
守
り
、
安
定
供

給
を
大
前
提
に
し
た
事
業
を

進
め
、
ほ
か
の
電
力
小
売
事

業
者
の
撤
退
な
ど
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
中
で
も
新
規
契
約

を
受
け
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

提
唱
す
る
「
上
げ
下
げ
デ
マ

の
市
場
価
格
も「
見
え
る
化
」

す
れ
ば
Ｄ
Ｒ
で
も
一
層
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
、
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に

市
場
価
格
の
表
示
機
能
を
追

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
48
コ

マ
設
定
な
ど
と
併
用
し
て
取

り
組
め
ば
、
期
待
す
る
Ｄ
Ｒ

推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
は
当
社
だ
け
で
な
く
お
客

様
側
に
も
「
展
開
」
を
も
た

ら
す
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
省

エ
ネ
活
動
、
Ｄ
Ｒ
対
応
、
電

力
の
安
定
供
給
を
進
め
、
電

気
設
備
の
保
安
管
理
で
は
全

国
に
技
術
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
６
万
６
０
０
０

件
の
お
客
様
と
い
う
大
き
な

信
頼
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
根
底
に
は
ど
ん
な

と
き
も
お
客
様
と
真
摯
に
向

き
合
い
対
応
し
て
き
た
姿
勢

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
思
い
は
今
年
も
変
わ
ら

ず
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

展
開
ｕ
ｎ
ｆｏ
ｌ
ｄ

２０２３年
コーポレート
テーマ

（ 4 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 冬季　第 71号　【季刊】
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主
催
し
た
の
は
、
施
工
管
理
を
担
う

技
術
サ
ー
ビ
ス
部
と
電
気
保
安
管
理
の

軸
に
な
る
保
安
部
の
２
部
署
。
と
も
に

部
署
内
全
体
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
に

し
た
大
会
と
し
て
い
る
。

　

先
行
し
て
開
催
し
た
の
は
技
術
サ
ー

ビ
ス
部
。
９
月
13
日
に
行
っ
た
「
技
能

競
技
大
会
」
だ
。
さ
い
た
ま
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
大
阪
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

れ
が
真
剣
に
向
き
合
っ
た
。

　
「
保
安
部
安
全
大
会
」
は
11
月
16
日

に
実
施
し
た
。
さ
い
た
ま
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
（
神

奈
川
県
相
模
原
市
）、
福
岡
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
３
拠
点
を
、
技
能
競
技
大

会
同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
し

た
。各
エ
リ
ア
か
ら
選
ば
れ
た
３
組（
計

９
人
）
が
、
模
擬
年
次
点
検
を
行
い
安

全
意
識
を
再
確
認
し
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
こ
う
し
た
大
会
や

各
種
研
修
な
ど
を
通
し
て
常
に
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
２
拠
点
連
携

で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

顧
客
先
で
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
設
置
・
撤
去
作
業
を
想
定
し
、

安
全
性
、
正
確
性
、
迅
速
性
な
ど
を
競

っ
た
。
参
加
者
は
全
国
の
拠
点
か
ら
選

抜
さ
れ
た
４
組
（
計
８
人
）
の
社
員
。

３
時
間
に
わ
た
る
模
擬
作
業
に
そ
れ
ぞ

た
ゆ
ま
ぬ
進
化
を
目
指
し
て

エコで機動的な設備改善も

社
所
在
地
の
み
。
な
お
、
現

時
点
で
の
参
加
は
受
け
付
け

て
い
な
い
。

　

節
電
活
動
は
電
力
の
使
用

状
況
を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト

「
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
な
が
ら
行
う
。
節

電
要
請
時
の
サ
イ
ト
に
は
、

要
請
す
る
時
間
帯
や
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
（
各
企
業
に
応
じ
て

算
出
し
た
デ
マ
ン
ド
値
）
が

表
示
さ
れ
る
。
表
示
さ
れ
た

時
間
帯
に
電
力
の
使
用
を
抑

え
た
結
果
、
そ
の
実
績
値
が

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
値
を
下
回
れ

ば
成
果
を
出
せ
た
こ
と
に
な

る
。
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
い
。

　

ま
た
、
該
当
月
が
固
定
単

価
型
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
で
契

約
を
し
て
い
る
お
客
様
に
は

　

政
府
の
採
択
を
受
け
た
事

業
で
は
あ
る
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
日
本
テ
ク
ノ
独
自
の
内

容
。
電
力
需
給
の
逼
迫
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
電
力
の
使
用
を
抑

え
る
よ
う
同
社
か
ら
メ
ー
ル

が
送
信
さ
れ
、
お
客
様
が
そ

れ
に
応
え
て
節
電
活
動
に
取

り
組
む
と
い
う
流
れ
。

　

参
加
を
申
請
し
承
認
さ
れ

た
お
客
様
は
１
法
人
に
つ
き

電
気
料
金
か
ら
20
万
円
の
値

引
き
を
受
け
ら
れ
る
。
複
数

拠
点
が
あ
る
場
合
は
原
則
本

ポ
イ
ン
ト
交
換
サ
イ
ト
「
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」

で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
、
成

果
と
し
て
表
れ
た
節
電
量
に

応
じ
て
付
与
さ
れ
る
。
対
象

時
間
帯
に
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
値

を
下
回
っ
た
節
電
量
に
対
し

１
㌔
㍗
時
当
た
り
５
ポ
イ
ン

ト
が
受
け
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
該
当
月
が
市
場
連

動
型
の
メ
ニ
ュ
ー
で
供
給
を

受
け
る
お
客
様
に
は
ポ
イ
ン

ト
付
与
は
な
い
。
そ
の
料
金

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
で
、
単

価
の
高
い
時
間
帯
の
使
用
電

力
量
を
抑
え
ら
れ
、
経
済
的

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と

か
ら
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象

外
と
な
る
。

技術サービス部の上司に挟まれ、技能競技大会第１位の賞状を持つ第一課・仙台
班の川邉大右主任（右から２人目）と菅野智班長。

保安部安全大会は、電気保安管理実務の技量を高める目的で実施される。模擬年
次点検を通じて、順位はつけない形で安全意識を再確認した。

　

食
材
の
宅
配
を
通
じ
、
お

客
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ

ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
）
の
向
上
を

図
る
ヨ
シ
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
。

そ
の
一
員
と
し
て
地
域
密
着

型
の
事
業
を
展
開
す
る
株
式

会
社
ヨ
シ
ケ
イ
豊
橋
の
代

表
取
締
役
・
野
澤
佳
隆
さ
ん

は
「
私
た
ち
の
食
材
宅
配
事

業
は
、
加
工
済
み
食
材
を
各

家
庭
に
届
け
る
こ
と
で
調
理

に
携
わ
る
方
の
時
短
を
実
現

し
た
り
、
持
病
の
た
め
さ
ま

ざ
ま
な
食
事
制
限
を
行
う
方

の
栄
養
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
と
、
地
域
の
皆
様
の
生

活
の
質
的
向
上
を
図
る
存
在

で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

２
０
２
１
年
、
愛
知
県
岡

崎
市
に
あ
る
岡
崎
営
業
所
の

屋
根
上
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
導
入
し
た
。
地
域
の
暮
ら

し
も
環
境
問
題
を
無
視
し
て

は
語
れ
な
い
と
感
じ
頻
発
す

る
自
然
災
害
な
ど
日
々
深
刻

さ
を
増
す
状
況
に
「
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
と
考
え
、
ま
ず
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
実
現
す

べ
く
太
陽
光
の
導
入
を
決
め

ま
し
た
」。

　

導
入
に
当
た
っ
て
は
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
補
助
金
を
活
用
す

る
こ
と
で
費
用
負
担
の
軽
減

が
図
れ
た
。
発
電
量
は
57
㌔

㍗
。
営
業
所
の
使
用
電
力
の

う
ち
平
均
し
て
30
％
ほ
ど
を

太
陽
光
で
賄
っ
て
い
る
。
そ

の
詳
細
な
数
値
は
パ
ソ
コ
ン

で
呼
び
出
せ
る
管
理
シ
ス
テ

ム
画
面
で
確
認
で
き
る
。

　
「
最
近
は
人
材
募
集
し
て

も
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な

い
。
そ
こ
で
給
与
体
系
な
ど

に
つ
い
て
全
般
的
に
見
直
す

人
事
制
度
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
原

資
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の

が
省
エ
ネ
活
動
や
太
陽
光
発

電
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
た

電
気
料
金
の
削
減
分
で
す
」

と
野
澤
さ
ん
。
継
続
的
な
事

業
運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
太

陽
光
が
一
役
買
っ
て
い
た
。

　

岡
崎
営
業
所
の
竣
工
は
２

０
０
２
年
。
建
物
の
老
朽
化

が
進
む
中
で
、
設
備
の
入
れ

替
え
な
ど
も
順
次
進
め
て
い

る
。
今
後
を
見
据
え
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
設
備
改
善
に
取
り

組
み
た
い
考
え
だ
。

　
「
冷
凍
庫
の
入
れ
替
え
も

検
討
中
で
す
。
た
だ
単
に
新

品
に
す
る
の
で
は
な
く
例
え

ば
冷
凍
庫
積
載
の
電
動
ト
ラ

ッ
ク
車
を
導
入
し
、
配
達
時

以
外
は
食
品
保
管
庫
と
し
て

活
用
す
る
よ
う
な
エ
コ
で
機

動
的
な
設
備
改
善
が
で
き
た

ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な

が
ら
、
今
後
も
よ
り
省
エ
ネ

で
環
境
を
大
切
に
す
る
事
業

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

太陽光発電設備の管理システム画面

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

設備改善
対応事例

愛知県岡崎市
株式会社 ヨシケイ豊橋

　岡崎営業所

代表取締役の野澤佳隆さん。

節電要請への対応で　　　特典付与ポイント
料金値引き

　

日
本
テ
ク
ノ
は
今
冬
、「
Ｄ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
政
府
の
節
電
プ
ロ
グ
ラ
ム

促
進
事
業
に
採
択
）
を
実
施
し
て
い
る
。
当
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ん
で
い

る
高
圧
需
要
家
の
お
客
様
が
対
象
。
特
典
と
し
て
電
気
料
金
の
値
引
き
が
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
う
ち
固
定
単
価
型
の
お
客
様
は
節
電
量
に
応
じ
て
同
社
運
営
サ

イ
ト
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。

0:00 6:00 12:00 18:00 23:00

節電要請の時間帯

日本テクノ提示の
ベースライン

実際の使用状況
（デマンド実績）

ＤＲ節電活動
の成果

（kW）

低

高

提示されたベ
ースラインよ
り実績が下回
った差分

ベースラインより実
績が高くなってもペ
ナルティはない

ＤＲ節電活動の流れ

◉日本テクノが通知メールを送信
DR節電活動要請時にお客様へ「明
日のDR節電活動のお願い」の件
名でメールを送信

▼通知メールを受信
デマンド閲覧サービスにログイン
（通知メール記載の URL でもア
クセス可）

▼節電要請の時間帯などを確認
「DRプロジェクト」メニューで要請
の時間帯とベースラインを確認

▼［参加］ボタンをクリック
参加可能な（要請時間帯の電力を
減らせる）場合は画面に表示される
［参加］ボタンをクリック

◉DR節電活動を実施
電気の「見える化」活用などで要
請時間帯の使用電力量の低減に努
める

◉ 結果を確認
翌日以降、デマンド閲覧サービス
で活動の成果などが確認できる

前
日

当
日

翌
日

地
域
密
着
事
業
の
継
続
に
貢
献
す
る
太
陽
光
発
電

技術サービス部技能競技大会
保安部安全大会

　

川
上
か
ら
川
下
ま
で
電
気
に
関
す
る
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
日
本

テ
ク
ノ
は
２
０
２
２
年
秋
、
関
連
技
術
の
た
ゆ
ま
ぬ
進
化
を
目
指
し
、
社
員
が

技
術
を
披
露
す
る
２
つ
の
催
し
を
開
い
た
。

開
催

　

技
術
本
部
技
術
サ
ー
ビ
ス
部

は
、
お
客
様
先
に
出
向
い
て
主
装

置
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
、
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
な

ど
の
機
器
の
設
置
工
事
お
よ
び
設

置
後
の
調
整
（
保
守
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
営
業
部
が
行

う
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
お
客
様
の
も
と
へ

日
々
の
勉
強
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

私
は
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
の
長
と

し
て
日
頃
か
ら
部
下
が
成
長
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
言
っ
た
技
能
競
技
大
会
な
ど
は

そ
の
成
果
が
見
ら
れ
る
場
。
部
下

の
成
長
に
触
れ
た
と
き
、
こ
の
上

な
い
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

指
導
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
方

針
や
指
示
を
、
部
員
全
員
が
同
じ

方
向
を
向
く
ま
で
、
何
度
も
繰
り

返
し
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は「
何
の
た
め
に（
目

的
）」と「
何
に
つ
な
が
る
の
か（
波

及
効
果
）」
を
必
ず
つ
け
加
え
る
。

そ
の
指
示
に
お
け
る
目
的
と
波
及

効
果
が
理
解
で
き
れ
ば
、
実
際
に

行
動
す
る
部
員
は
、
納
得
し
て
動

け
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
技
術
力
の
さ

ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
で
も
一
定
の

水
準
は
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
さ
ら
な
る
高
み
に
向
け
て
、

全
部
員
の
技
術
力
の
底
上
げ
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　

実
際
に
設
置
を
経
験
で
き
る
工

事
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
１
件

１
件
の
工
事
を
大
切
に
し
、
常
に

質
を
上
げ
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
は

部
員
に
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
部
員
や
協
力
工
事
会
社
の

安
全
な
作
業
の
強
化
に
つ
な
が
る

た
め
、
そ
し
て
何
よ
り
お
客
様
の

た
め
に
な
る
か
ら
で
す
。

訪
問
・
連
絡
し
、
電
気
の
使
用
状

況
な
ど
を
報
告
す
る
こ
と
）
と
並

行
し
て
保
守
時
に
も
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
を

行
い
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
で
は

外
部
の
協
力
工
事
会
社
と
業
務
委

託
基
本
契
約
を
結
び
、
機
器
の
設

置
工
事
や
保
守
業
務
を
委
託
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
協
力
工
事
会
社

の
管
理
・
指
導
も
重
要
な
業
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

機
器
の
設
置
工
事
は
毎
月
、
営

業
部
員
が
獲
得
し
て
き
た
契
約
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
２
年
６
月
は
過
去
最
高
の
１
３

０
０
件
を
施
工
で
き
ま
し
た
。
支

え
て
く
れ
た
協
力
工
事
会
社
の
存

在
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
が
、
現
場

ス
タ
ッ
フ
が
作
業
に
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
て
く
れ
た
設
置
管
理

課
の
社
員
を
含
め
技
術
サ
ー
ビ
ス

部
の
社
員
の
が
ん
ば
り
も
大
き
い

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
工
事
は
技
術
力
が
と
て
も

重
要
で
す
。
部
員
に
は
普
段
の
業

務
の
中
で
も
技
術
力
を
高
め
る
意

識
を
持
つ
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
年
に
１
度
、
各

部
員
の
施
工
技
術
を
競
う
場
と
し

て
「
技
能
競
技
大
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
部
署
は
お
客
様
の
サ

ポ
ー
ト
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
商
品
特
性
や
使
用
方
法
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
な
く
て
は

い
け
な
い
。
よ
っ
て
商
品
知
識
や

説
明
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ
社員群像社員群像社員群像社員群像

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る 仕
事
の
や
り
が
い
は

部
下
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と

全部員をさらなる高みへ

技術本部 技術サービス部
部長 佐々木正己

Ｄ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
圧
需
要
家
向
け

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

DR（デマンドレスポンス）とは
電力の需給状況に合わせてお客様が電気
の使用量を増減させること。「上げ」と「下
げ」の２種類がある。

詳細はこちら

「ＤＲプロジェクト」
特設サイト

（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 冬季　第 71号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/company/dr_project.html
https://www.nt-e.jp/solution/solar_power_generation_equipment/
https://www.n-techno.org/
https://cubicle-hoan.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 冬季　第 71号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/service/consulting.html
https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://twitter.com/nihontechno
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://www.facebook.com/nihontechno/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/
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※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　日本テクノの提供する電気の「見える化」を利用したデマンドレスポンス（ＤＲ）の取り
組み事例と、主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」「SMARTMETER 
ERIA（スマートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」の導入事例を紹介していく。これら省エ
ネ活動は、エネルギー・環境問題への貢献、経済成長、産業基盤づくり、持続可能なまちづ
くりといったSDGsの目標にもつながっている。

　

大
阪
府
大
阪
市
に
あ
る
機
械

工
具
・
伝
導
機
器
の
専
門
商

社
、
株
式
会
社
浜
正
。
日
本

テ
ク
ノ
か
ら
電
気
の
「
見
え
る

化
」
へ
の
取
り
組
み
を
勧
め
ら

れ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
の
は

２
０
０
９
年
11
月
。
そ
の
際
、

電
力
ピ
ー
ク
対
策
と
し
て
決
め

た
ル
ー
ル
は
２
つ
だ
け
だ
っ

た
。
１
つ
は
、
空
調
の
電
源
を

一
斉
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

使
う
場
所
ご
と
に
稼
働
さ
せ
る

こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
警
報
が

鳴
っ
た
ら
空
調
と
照
明
を
一
定

の
順
で
消
し
て
い
く
こ
と
。

　

簡
潔
で
手
軽
に
で
き
る
決
ま

り
事
で
あ
っ
た
た
め
、
従
業
員

へ
の
浸
透
は
早
く
、
こ
れ
を
契

機
に
経
年
に
よ
っ
て
稼
働
効
率

が
低
下
し
た
古
い
機
器
を
順
次

入
れ
替
え
、
設
備
改
善
も
進
め

て
い
っ
た
。
活
動
の
進
展
に
社

内
の
省
エ
ネ
意
識
は
日
を
追
う

ご
と
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
で
適
正
な
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
も
力
を

注
い
で
い
た
同
社
は
、
残
業
時

間
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
従
業
員
に
は
遅
く
と
も
19

時
ま
で
の
退
社
を
推
奨
す
る
。

　

そ
の
活
動
を
後
押
し
し
て
く

れ
た
の
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
だ
っ
た
。

19
時
の
少
し
前
に
な
る
と
使
用

し
た
電
力
量
が
積
み
重
な
り
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
か
ら
「
１
日
の
電
力

使
用
量
を
超
え
そ
う
で
す
」
と

い
う
音
声
案
内
が
流
れ
る
か
ら

だ
。「
電
気
の
使
い
過
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
帰
宅
し
よ
う
」
と

誰
か
ら
と
も
な
く
自
然
に
声
を

か
け
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
末
に
は
本
社
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
物
流
倉

庫
だ
っ
た
１
階
を
含
め
全
４
フ

ロ
ア
を
オ
フ
ィ
ス
に
し
、
本
社

機
能
を
集
中
さ
せ
た
。
こ
の
と

き
実
施
し
た
の
が
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
空
調
の
省
エ
ネ
タ
イ
プ

へ
の
入
れ
替
え
だ
っ
た
。
電
気

の
「
見
え
る
化
」
導
入
か
ら
取

り
組
ん
で
い
た
省
エ
ネ
の
流
れ

が
一
層
進
ん
だ
。

　

さ
ら
に
従
業
員
の
環
境
に
対

す
る
意
識
は
、
昨
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
、

よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
海
外

拠
点
で
も
取
り
組
み
は
進
ん
で

お
り
、
特
に
タ
イ
拠
点
の
活
動

は
盛
ん
で
、
国
内
拠
点
に
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
逆
輸
入
さ
れ
る
よ

う
な
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
だ

か
ら
で
き
る
省
エ
ネ
活
動
。
今

後
の
取
り
組
み
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
２
０
１
８
年
３
月
取
材
、
２

０
２
２
年
３
月
追
加
取
材
）

導入時の対策は２つだけ。それでも高まった省エネ意識
株式会社 浜正　http://www.hamashou.co.jp/
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電
力
の
供
給
状
況
に
応
じ
て
、
需
要
家
側
で
使
う
量
を
調
整
す

る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）。
一
般
的
に
電
力
の
供
給
状

況
は
、
変
動
す
る
市
場
価
格
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
市
場
価
格
連

動
型
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
採
用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
な
ら
Ｄ
Ｒ
の

取
り
組
み
が
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
。

　

北
海
道
八
雲
町
の
有
限
会
社

く
ら
屋
菓
子
舗
は
１
９
６
９
年

の
設
立
以
来
、
手
づ
く
り
菓
子

の
店
と
し
て
長
く
地
元
に
愛
さ

れ
て
き
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見

え
る
化
」
を
採
用
し
た
の
は
２

０
２
０
年
11
月
。
賢
い
電
気
の

使
い
方
を
実
践
し
て
い
く
た
め

導
入
を
決
め
た
。
代
表
取
締
役

の
倉
地
勝
美
さ
ん
は
「
そ
れ
ま

で
特
に
気
に
す
る
こ
と
な
く
電

気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
〝
見

え
る
化
〞
に
よ
っ
て
経
費
が
削

減
さ
れ
、
し
か
も
環
境
保
全
に

も
つ
な
が
る
省
エ
ネ
が
実
現
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た

い
と
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

使
用
電
力
量
の
１
年
間
の

デ
ー
タ
を
検
証
し
て
み
る
と
、

最
も
多
く
な
る
の
は
４
月
だ
と

わ
か
っ
た
。
贈
答
品
に
用
い
ら

れ
る
カ
ス
テ
ラ
が
年
度
初
め
に

よ
く
売
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の
ほ

か
の
人
気
商
品
な
ど
も
含
め
通

年
の
販
売
サ
イ
ク
ル
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
傾
向
を
把
握
し
、
省

エ
ネ
対
策
を
考
え
て
い
っ
た
。

　

電
力
ピ
ー
ク
の
抑
制
で
一
番

効
果
が
出
た
の
は
電
気
オ
ー
ブ

ン
の
運
用
改
善
。
店
に
は
10
㌔

㍗
と
12
㌔
㍗
の
２
台
が
あ
り
、

今
ま
で
は
ス
イ
ッ
チ
を
同
時
に

入
れ
て
い
た
が
、
起
動
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ず
ら
す
こ
と
で
デ
マ

ン
ド
値
を
下
げ
た
。
複
数
あ
る

冷
凍
庫
の
霜
取
り
回
数
を
減
ら

し
、
そ
の
時
間
を
ず
ら
す
と
い

っ
た
対
策
も
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ト
イ
レ
の

電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
消
し
忘
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
無
駄

も
減
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
気
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
っ

て
「
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
は

ず
な
の
に
、
使
用
量
が
増
え
て

い
る
」
と
気
づ
く
か
ら
だ
。

　
「
菓
子
づ
く
り
に
集
中
し
て

い
て
も
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
警
報
で
注
意
喚
起
し

て
く
れ
る
の
で
、
電
気
の
無
駄

づ
か
い
を
見
過
ご
さ
な
い
よ
う

に
で
き
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず

省
エ
ネ
が
習
慣
化
さ
れ
て
い
く

よ
う
で
す
」

　

菓
子
の
販
売
が
好
調
な
た
め

使
用
電
力
量
は
導
入
時
に
比
べ

微
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
想

定
の
範
囲
内
。
そ
れ
で
も
電
力

コ
ス
ト
の
低
減
を
考
え
、
卸
電

力
市
場
の
価
格
に
よ
っ
て
電
気

料
金
が
変
動
す
る
ク
ロ
ス
ス
イ

ッ
チ
の
契
約
を
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
市
場
単
価
の
安
い
時
間
帯

に
製
造
工
程
を
シ
フ
ト
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。　

（
２
０
２
２
年
１
月
取
材
）

オーブンは起動ずらし、使用量は「見える化」で無駄排除
有限会社 くら屋菓子舗　http://kurayakashiho.co.jp/
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電気の
見える化

　

埼
玉
県
越
谷
市
に
本
社
が

あ
る
株
式
会
社
森
エ
イ
ト
は
、

県
内
お
よ
び
千
葉
県
に
持
つ
４

カ
所
の
ホ
テ
ル
で
電
気
の
「
見

え
る
化
」
を
導
入
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
試
み
た
省
エ
ネ
の

手
法
を
共
有
し
つ
つ
高
い
効
果

が
出
る
よ
う
互
い
に
競
い
合
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
ホ
テ
ル
サ
ン
オ
ー

ク
南
越
谷
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
る
妹
尾
皓
介
さ
ん
は
「
電

気
の
〝
見
え
る
化
〞
を
活
用
し
、

人
に
よ
る
努
力
で
使
用
量
を
減

ら
そ
う
」
と
考
え
、
日
本
テ
ク

ノ
の
営
業
担
当
と
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
の
「
１
日
の
使
用

電
力
量
グ
ラ
フ
」を
見
な
が
ら
、

具
体
策
を
練
っ
た
。

　

グ
ラ
フ
が
示
し
て
い
た
の

は
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
に
増

え
次
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
で
ピ
ー

ク
に
な
る
使
用
電
力
量
の
曲
線

だ
っ
た
。
宿
泊
客
が
部
屋
を
出

た
後
の
客
室
清
掃
で
フ
ル
稼
働

し
て
い
た
空
調
が
一
因
だ
。
対

策
と
し
て
「
清
掃
時
は
廊
下
の

空
調
の
み
の
稼
働
で
、
作
業
中

の
部
屋
は
窓
を
開
け
空
気
が
流

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
は
団
体
客

が
入
る
と
き
空
調
が
一
斉
稼
働

し
て
し
ま
う
の
が
原
因
。
こ
れ

に
は
使
用
す
る
部
屋
の
空
調
を

そ
の
都
度
順
次
オ
ン
に
し
て
い

く
方
法
で
対
応
し
て
い
る
。

　

妹
尾
さ
ん
は
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
「
お
客
様
の
満
足
度
は

決
し
て
損
な
わ
ず
、
裏
方
で
あ

る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

ル
ー
ル
化
し
、
実
行
し
て
い
る

の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

１
階
に
は
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン

「
美
都
炉
」
が
あ
る
。
現
在
は

予
約
営
業
の
み
（
２
０
２
２
年

11
月
現
在
）
だ
が
、
通
常
営
業

時
の
省
エ
ネ
に
は
こ
こ
の
混
雑

状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
電
力
消
費
が
増
え
る
朝
と

午
後
の
仕
込
み
の
時
間
帯
は
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
で
館

全
体
の
使
用
量
変
化
を
確
認
し

な
が
ら
、
目
標
値
を
オ
ー
バ
ー

し
そ
う
な
と
き
は
、
１
階
ロ

ビ
ー
と
廊
下
の
空
調
で
調
整
す

る
。
す
べ
て
の
対
策
を
し
て
も

超
過
し
そ
う
な
場
合
は
、
店
舗

の
空
調
を
短
時
間
停
止
す
る
。

　

妹
尾
さ
ん
は
「
目
標
値
は
比

較
的
厳
し
い
設
定
に
し
て
い
ま

す
。
各
所
の
空
調
は
自
分
が
こ

ま
め
に
調
整
し
て
い
て
時
計
の

色
の
変
化
は
そ
の
目
安
に
な
る

か
ら
で
す
」
と
自
ら
が
「
人
の

努
力
」
を
実
践
し
て
い
る
。

（
２
０
１
７
年
11
月
取
材
、
２

０
２
２
年
11
月
追
加
取
材
）

お客様の満足度を損なわず、裏方のできることをルール化
株式会社 森エイト　ホテルサンオーク南越谷　https://mori-eight.co.jp/
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電気の
見える化

　

熊
本
県
の
上
天
草
市
交
流
セ

ン
タ
ー
「
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」

の
指
定
管
理
業
者
と
し
て
運
営

を
担
う
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ

ス
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
。
支
配

人
の
岡
村
美
佳
子
さ
ん
は
「
市

か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ロ
ス
な

く
効
率
的
に
利
用
す
る
よ
う
要

請
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
売
上
に
も
大
き
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て

省
エ
ネ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」と
説
明
す
る
。

　

こ
の
施
設
の
電
力
ピ
ー
ク
は

夏
場
。
対
策
も
そ
の
時
期
が
中

心
に
な
る
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
赤
く
光
り
、
警
報

を
発
す
る
と
、
岡
村
さ
ん
は
地

下
に
下
り
て
プ
ー
ル
の
循
環
ポ

ン
プ
を
一
時
的
に
止
め
る
。
水

質
お
よ
び
水
温
に
影
響
が
出
な

い
範
囲
の
短
時
間
停
止
で
デ
マ

ン
ド
値
を
低
減
さ
せ
る
。
こ
の

機
械
は
消
費
電
力
が
大
き
い
た

め
効
果
も
高
い
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
日
頃
か
ら
施
設

利
用
客
の
動
き
に
注
意
し
て
お

り
、
人
の
い
な
い
場
所
は
こ
ま

め
に
空
調
を
止
め
て
い
る
。
営

業
開
始
時
に
は
、
起
動
す
る
台

数
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
、
一

斉
稼
働
は
避
け
る
。
立
ち
上
げ

時
の
設
定
温
度
は
28
℃
に
し
、

そ
こ
か
ら
下
げ
る
場
合
は
15
分

以
上
経
過
し
て
か
ら
。
そ
う
し

た
手
順
を
守
る
こ
と
で
ピ
ー
ク

の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

脱
衣
所
な
ど
で
は
冷
風
機
と
扇

風
機
を
併
用
。
こ
れ
に
よ
り
空

調
の
負
荷
が
抑
え
ら
れ
る
。

　

春
と
秋
は
入
口
の
自
動
ド
ア

と
窓
の
排
煙
装
置
を
開
放
す

る
。
風
の
通
り
道
が
で
き
外
気

を
循
環
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
空

調
の
稼
働
台
数
が
減
ら
せ
る
。

　

岡
村
さ
ん
は
「
お
客
様
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
範
囲
で
無
理

の
な
い
省
エ
ネ
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
電
力
ピ
ー
ク
の

抑
制
と
使
用
電
力
量
の
低
減
に

は
目
に
見
え
る
効
果
が
出
て
い

ま
す
。
営
業
面
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
受
け
た

痛
手
が
あ
り
ま
す
が
、
施
設
を

挙
げ
て
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
こ

と
で
無
駄
な
出
費
を
抑
え
、
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
見
せ
る
。
そ
の
意
志
を

示
す
か
の
よ
う
に
、
受
付
横
に

設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
あ
え
て
低
め
の
設
定

で
逐
次
警
報
が
鳴
る
よ
う
に
し

て
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

（
２
０
２
２
年
８
月
取
材
）

循環ポンプと空調稼働の調整でピーク抑制
株式会社 ウェルネスデベロップメント　上天草市交流センター　スパ・タラソ天草 https://www.spa-thalasso.jp/
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電気の
見える化

電気の
見える化

デマンドレスポンス レポート

ＤＲ事例

ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫは受付横に設置。設
定値はあえて低めにしている。

客室専用の空調コントローラーには
ルールを明記した注意喚起のメモ。

ＥＲＩＡモニターの横には警報時に行う
対応を明記している。

お客様の声
日本テクノサービス導入事例

デマンドレスポンス レポート

ＤＲ事例
電気の
見える化

水
産
加
工
会
社
の
取
り
組
み

▲24.4％▲24.4％

▲19.4％▲19.4％0.1％0.1％ Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ

▲25.8％▲25.8％

▲21.4％▲21.4％

▲4.1％▲4.1％

▲16.6％▲16.6％

▲6.1％▲6.1％

る
。
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
イ
ト

「
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

」
に
ア
ク
セ
ス

す
れ
ば
、
そ
の
日
の
正
午
以

降
に
翌
日
の
価
格
が
わ
か

り
、
値
動
き
に
合
わ
せ
た
対

応
を
準
備
で
き
る
。

　

例
え
ば
価
格
が
安
い
時
間

帯
に
は
、
大
型
冷
凍
庫
を
通

常
よ
り
低
め
の
温
度
に
設
定

し
て
冷
や
し
て
お
く
。
価
格

が
上
が
っ
た
と
き
に
停
止
し

て
も
影
響
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
だ
。
そ
の
と
き
は

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
ま
と
め

て
充
電
す
る
。

　

価
格
の
高
い
と
き
は
、
急

速
冷
凍
庫
の
使
用
を
控
え
た

り
、
大
型
冷
凍
庫
２
台
の
う

ち
１
台
を
停
止
す
る
と
い
っ

た
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
の
水
産
加
工
会

社
は
、
通
常
な
ら
１
日
約
９

万
円
に
な
っ
て
い
た
電
気
代

を
Ｄ
Ｒ
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
約
８
万
円
に
低
減
さ
せ

た
。
市
場
価
格
の
高
く
な
る

時
間
帯
は
電
力
の
使
用
を
抑

え
、
そ
の
分
、
安
く
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
控
え
て
い
た
も

の
を
補
う
べ
く
使
う
量
を
増

や
し
て
工
場
の
稼
働
を
調
整

し
た
か
ら
だ
。

　

時
間
に
よ
っ
て
変
動
す
る

市
場
価
格
は
前
日
に
確
認
す

市場価格の確認はここで

https://kankyo-ichiba.jp/

　電力が取引されている日本卸電力取引所（JEPX）公
表の市場価格などを、視覚的にわかりやすく掲載して
いるサイト。地域ごとの価格（エリアプライス）は、前
日の正午に更新される。１日の単価は、24 時間を 30
分単位で分けた合計 48 個の価格で構成される。

パソコンでも

スマートフォンでも

入荷がある場合、大型冷凍
庫で一時保存し、安い時間
帯に急速冷凍庫へ移す

大型冷凍庫を通常より低めの温度に設
定し、冷やしておく（価格が高いときに
停止しても影響が出ないよう準備）

フォークリフト
数台をまとめて
充電する

大型冷凍庫２台のうち
１台を停止する

市場価格

電力使用状況
（デマンド値）

価格が高いとき

価格が高いとき

価格が安いとき 価格が安いとき

抑
え
る

増
や
す

使用
電力

高
い
と
き

安
い
と
き

市場
価格

神
奈
川
県
の
水
産
加
工
会
社
の
Ｄ
Ｒ

日
本
テ
ク
ノ
の
推
奨
す
る
Ｄ
Ｒ
の
基
本

人気商品の「バ
ターどら焼き」
はGIFT street
でも出品中。

掲載ページ（↑）

https://service.n-techno.co.jp/
https://econews.jp/article/report/case_study/
https://kankyo-ichiba.jp/


こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

ほ
う
じ
茶
の
で
が
ら
し
を
乾
燥
さ

ほ
う
じ
茶
の
で
が
ら
し
を
乾
燥
さ

せ
て
燻
煙
材
に
し
、
チ
ー
ズ
や
ベ

せ
て
燻
煙
材
に
し
、
チ
ー
ズ
や
ベ

ー
コ
ン
の
燻
製
を
楽
し
ん
で
い
ま

ー
コ
ン
の
燻
製
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
に
つ
く

す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
に
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＠
椿
さ
ん

＠
椿
さ
ん ※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。アイデアが

掲載された方にはオリジナル「お箸・スプーンセット（竹製）」を、さらに
ご応募いただいた方の中から抽選で「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！ 投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させ
ていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日
本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上
記ウェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、
エコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サエコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サ
イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学
や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録
ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

雪
ゆき

室
むろ

に学ぶ、野菜保存の極意！

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る5文字を組み
合わせ地球の資源に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉産出量が少ないなどの理由で希少な金属。バッテリーに必要なリチウム、コバルトなど。

　

寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
。

今
回
は
雪
の
話
題
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
東
北
や
北
陸
地
方
な

ど
積
雪
の
多
い
地
域
に
か
つ
て

よ
く
見
ら
れ
た
雪
室
。
冬
に
積

も
っ
た
大
量
の
雪
を
倉
庫
な
ど

に
貯
蔵
し
て
お
き
、
夏
場
に
そ

の
冷
気
を
利
用
し
食
品
を
保
存

す
る
方
法
で
、
明
治
の
頃
か
ら

家
庭
に
冷
蔵
庫
が
普
及
す
る
昭

和
30
年
代
ま
で
、
広
く
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
雪
国
の
農
家
な
ど
で
は

収
穫
し
た
野
菜
を
氷
点
下
の
寒

さ
か
ら
守
る
た
め
雪
の
下
に
埋

め
て
冬
を
越
し
て
い
ま
し
た
。

雪
の
中
は
お
お
む
ね
０
℃
に
保

た
れ
湿
度
も
あ
る
か
ら
保
存
に

適
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
間

じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
れ
る
の
で

収
穫
時
よ
り
糖
度
の
高
い
お
い

し
い
野
菜
に
な
る
そ
う
で
す
。

最
近
は
そ
の
保
存
方
法
が
注
目

さ
れ「
越
冬
野
菜
」「
雪
中
野
菜
」

な
ど
と
呼
ば
れ
人
気
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
雪
室
を
ヒ
ン
ト

に
冷
蔵
庫
の
使
い
方
も
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は

温
度
と
と
も
に
湿
度
を
保
つ
こ

と
。
野
菜
室
の
温
度
は
メ
ー

カ
ー
に
も
よ
り
ま
す
が
２
〜
７

℃
で
雪
室
に
近
い
状
態
で
す
。

そ
こ
で
湿
度
。
乾
燥
を
防
ぐ
に

は
扉
の
開
閉
を
な
る
べ
く
少
な

く
し
ま
す
。
料
理
に
必
要
な
食

材
は
事
前
に
確
認
し
一
度
に
取

り
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

種
類
ご
と
に
見
て
い
く
と
、

ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
な
ど
の

葉
野
菜
は
ぬ
ら
し
た
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
根
元
を
覆
い
、
ビ

バランスのとれた共存関係をつくるため

　

今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
り
「
情
報

社
会
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
を
テ
ー

マ
に
連
載
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
初

回
は
情
報
機
器
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
々
進
化
し
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
す
が
、
健
康
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
代
表
が「
テ

ク
ノ
ス
ト
レ
ス（
別
名
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
〈
Ｖ

Ｄ
Ｔ
〉
症
候
群
）」。
こ
れ
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ

機
器
の
使
い
過
ぎ
に
よ
り
生
じ
る
心

身
の
不
調
を
指
し
ま
す
。
眼
精
疲
労

や
肩
こ
り
、
頭
痛
な
ど
の
身
体
的
な

症
状
だ
け
で
な
く
、
自
律
神
経
失
調

症
や
う
つ
病
の
よ
う
な
精
神
的
な
症

状
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
画
面
か
ら

発
せ
ら
れ
る
光
は
と
て
も
強
く
、
質

の
よ
い
睡
眠
を
妨
げ
る
と
い
う
研
究

結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
）

が
私
た
ち
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
「
携
帯
電
話
を
頻
繁
に
確
認
し
て

い
る
人
は
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
ス

ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
て
い
た
」
と
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
な
ど
と
距
離
を
置

く
こ
と
。
た
だ
、
そ
の
う
ち
実
際
に

試
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
全
体
の
３

割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
依
存
、
ネ
ッ
ト
依
存
、
テ

ク
ノ
ス
ト
レ
ス
は
緩
和
が
必
要
で
、

そ
こ
に
役
立
つ
の
が
デ
ジ
タ
ル
・
デ

ト
ッ
ク
ス
で
す
。
一
時
的
に
情
報
機

器
か
ら
離
れ
、
脳
や
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
。
質
の
よ
い
睡
眠
が
と
れ

る
よ
う
就
寝
前
の
時
間
に
試
し
、
そ

の
時
間
を
最
初
は
15
分
、
次
は
30
分

と
い
う
よ
う
に
徐
々
に
長
く
し
て
い

く
な
ど
の
方
法
か
ら
始
め
て
み
る
の

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

政
府
が
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
た

例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
は

生
活
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス

が
生
じ
る
か
ら
と
完
全
に
排
除
す
る

の
で
は
な
く
共
存
で
き
る
関
係
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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《第15回》

環境問
題

環境問
題

常識テ
スト

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（70号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

1.太陽光／２.地熱／３.水力
1.水力／２.風力／３.太陽光
1.地熱／２.太陽光／３.風力
1.風力／２.水力／３.地熱

再生可能エネルギーの種類によっ
て、発電効率が高いものを１から順
に並べたとき、正しい組み合わせは
次のうちどれ？

Question

4

【２面】解説 知っておきたい再エネ〈第 5回〉

a
b
c
d

LED（発光ダイオード）
Cub（キュービクル）
EMS（エネルギー管理システム）
DR（デマンドレスポンス）

発電量（供給）と使用量（需要）を一
致させるため、つくられる電気の量に
応じて使う側で使用量を増減させるこ
とを何という？

Question

1

【１面】改正省エネ法など可決・成立

a
b
c
d

コジェネレーション
マイクログリッド
プラグインハイブリッド
バーチャルパワープラント

エンジンやタービンなどを利用して発
電し、その際に生じる廃熱を回収して
蒸気や温水に利用する熱電併給のシス
テムを何という？

Question

2

【１面】識者COLUMN　環境政策最前線

a
b
c
d

生物多様性と気候変動
水鳥の生息地と湿地帯
化学物質と廃棄物
教育と科学と文化

2022年６月、ストックホルム条約、バー
ゼル条約、ロッテルダム条約の締約国
会議が合同開催された。３つの条約に
最も関連するのは以下のどの分野？

Question

3

【２面】eco topics（３番目の記事）

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

トートバッグ＆ポストカードセット プレゼント

こ
と
で
す
。
四
六
時
中
、
携
帯
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
人
の
半
数
近
く
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
や
り

取
り
に
よ
っ
て
自
ら
の
ス
ト
レ
ス
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
調
査
で
６
割
以
上
の

回
答
者
が
「
意
味
が
あ
る
と
思
う
」

と
答
え
た
の
が
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト

ッ
ク
ス
」
で
し
た
。
一
時
的
に
Ｉ
Ｔ

機
器
か
ら
離
れ
、
ネ
ッ
ト
を
断
ち
、

正解者の中から抽選で 30名の方に「エコカレンダーロゴ入りトートバッグ」と「特製ポストカード（13
枚組）」をセットでプレゼントいたします。ご希望の方はハガキに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」
「取り上げてほしいテーマ」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご
郵送ください。なお、当社と契約されているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、WEB
サイト「Eco News Web Magazine」（https://econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コ
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ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
袋
の
口
を

少
し
だ
け
開
け
て
お
き
ま
す
。

白
菜
を
丸
ご
と
保
存
す
る
場
合

は
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん
で
乾
燥

を
防
ぐ
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の

は
芯
を
切
り
落
と
し
て
お
く
と

傷
み
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

に
ん
じ
ん
や
大
根
な
ど
の
根

菜
類
も
乾
燥
は
大
敵
。
や
は
り

新
聞
紙
な
ど
に
個
別
に
包
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。
大
根
な
ど
大

き
な
野
菜
を
カ
ッ
ト
し
て
保
存

す
る
な
ら
切
り
口
を
ラ
ッ
プ
な

ど
で
し
っ
か
り
包
み
ま
す
。

　

そ
し
て
基
本
は
縦
置
き
。
野

菜
は
育
つ
状
況
と
同
じ
向
き
で

保
存
す
れ
ば
日
持
ち
が
よ
く
な

り
ま
す
。
使
用
済
み
牛
乳
パ
ッ

ク
を
よ
く
洗
い
上
部
を
切
り
、

そ
こ
に
入
れ
て
縦
置
き
す
る
の

が
お
す
す
め
で
す
。

　

食
材
を
上
手
に
保
存
す
る
こ

と
は
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
環

境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

① 今年はきっと七福神がこの船に乗っ
てやって来るよ。

② ２個の電池を１列につなげる回路を
直○○つなぎといいます。

③ 都会ではほとんどがアスファルトや
コンクリートで覆われています。

④ あれ？ 巻き貝の中からカニみたい
なハサミが出てるよ。

⑦ 公園の池に○○ルがいたよ。白い体
に黄色いクチバシ。かわいいね。

① 初夢に富士山と○○とナスビが出て
きたよ。

② ○○袋が有料化されたから、エコバ
ッグを持つようにしたよ。

④ ○○○ウナギは目が８対に見えるけ
どそのうち７対はエラなんだって。

⑤ 和名は翠
すいぎょく

玉または緑
りょくぎょく

玉。名前の通り
緑色のきれいな宝石、エメ○○○。

⑥ ゾウさんってお鼻が長いよね。そう
よ、○○さんも長いのよ。

⑧ グリム童話。王子様の口づけでお姫
様は目を覚ましました。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：d ／ Ｑ２：a ／ Ｑ３：c ／ Ｑ４：b

① ② ③

④

⑧

⑦⑥

⑤

https://econews.jp/idea2/https://econews.jp/idea2/
日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋 検 索

と
営
業
部
部
長
の
木
村
敦
さ
ん
は

言
う
。
乾
麺
市
場
は
即
席
麺
や
生

麺
、
冷
凍
麺
に
押
さ
れ
る
現
実
は

あ
る
も
の
の
、
大
手
ス
ー
パ
ー
へ

の
出
品
や
物
産
展
へ
の
出
展
な
ど

を
通
じ
新
規
販
路
の
拡
大
に
努
め

る
ほ
か
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

認
知
度
向
上
も
図
っ
て
い
る
。
現

在
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
白
石
温

麺
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
だ
。
サ
イ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

統
一
な
ど
白
石
温
麺
ト
ッ
プ
企
業

の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
、
つ

り
が
ね
印
の
お
い
し
さ
を
全
国
に

鳴
り
響
か
せ
た
い
考
え
だ
。

　

２
０
０
５
年
に
は
さ
ら
な
る
品

質
向
上
を
目
指
し
、
手
延
製
法
を

復
活
さ
せ
た
。
手
延
麺
を
復
活
す

る
に
当
た
り
、
製
造
技
術
を
学
ぶ

た
め
、
揖
保
乃
糸
、
稲
庭
う
ど
ん

の
産
地
へ
修
業
に
も
出
向
い
た
。

「
手
延
麺
は
、
抜
群
の
コ
シ
、
つ

る
っ
と
し
た
舌
ざ
わ
り
、
の
び
に

く
い
と
い
う
特
長
を
持
ち
、
最
高

級
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
」（
木
村
さ
ん
）。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
で

取
り
扱
い
中
の
手
延
白
石
温
麺
６

束
入
は
、
特
別
価
格
の
１
１
４
０

ポ
イ
ン
ト
で
交
換
可
能
（
送
料

別
）。
贈
答
に
も
適
し
た
逸
品
だ
。

　

古
く
か
ら
白
石
城
の
城
下
町
と

し
て
栄
え
て
き
た
宮
城
県
白
石

市
。
今
か
ら
１
２
６
年
前
の
１
８

９
７
年
、
こ
の
地
で
吉き

ち

見み

家
第
12

代
当
主
が
白
石
温う

ー

麺め
ん

の
製
造
に
出

会
い
、き
ち
み
製
麺
を
創
業
し
た
。

２
年
後
の
１
８
９
９
年
に
は
白
石

で
初
め
て
機
械
製
麺
に
よ
る
白
石

温
麺
の
製
造
に
成
功
し
て
い
る
。

　

白
石
温
麺
の
由
来
は
次
の
通
り

だ
。
今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
、

親
思
い
の
鈴
木
味
右
衛
門
と
い
う

人
が
い
た
。
父
親
が
胃
を
病
ん
で

床
に
伏
し
て
お
り
、
彼
は
何
か
よ

い
食
事
療
法
は
な
い
か
と
探
し
て

い
た
。
そ
こ
に
た
ま
た
ま
出
会
っ

た
旅
の
僧
か
ら
油
を
一
切
使
わ
な

い
麺
の
製
法
を
聞
く
。
そ
れ
を
つ

く
り
、父
に
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

病
気
は
快
方
に
向
か
っ
た
。
こ
の

話
を
聞
い
た
白
石
城
主
の
片
倉
小

十
郎
が「
温
か
い
思
い
や
り
の
心
」

を
た
た
え
、
そ
の
麺
を
「
温う

ー

麺め
ん

」

と
名
づ
け
た
。

　

ま
た
、
吉
見
家
は
白
石
城
主
の

家
臣
と
し
て
長
い
間
仕
え
た
こ
と

か
ら
片
倉
家
の
旗
印
で
あ
る
「
つ

り
が
ね
」
を
商
標
に
使
う
許
し
を

受
け
て
い
る
。
つ
り
が
ね

印
に
は
「
天
下
に
鳴
り
響

く
よ
う
に
」
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

白
石
温
麺
は
そ
う
め
ん

に
分
類
さ
れ
る
が
、
通
常

の
そ
う
め
ん
と
比
べ
短

く
、
ゆ
で
や
す
い
。
ま
た

製
麺
時
に
油
を
使
わ
な
い

た
め
、
酸
化
し
に
く
い
。

同
社
で
は
原
料
の
小
麦
を

練
っ
た
後
に
熟
成
に
時
間

を
か
け
る
。
そ
の
手
間
に

よ
り
酵
素
の
働
き
で
麺
の

う
ま
み
が
増
す
。
温
麺
の

原
料
は
小
麦
と
水
の
み
。

小
麦
粉
の
品
質
に
は
徹
底

し
て
こ
だ
わ
る
。

　

白
石
温
麺
を
製
造
し
て

い
る
の
は
現
在
７
社
。「
お

い
し
い
麺
を
つ
く
り
、
全

国
に
広
め
て
い
き
た
い
」

情報社会のメンタルヘルス〈１〉

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス

ギフトストリートの逸品
　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本

テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換

で
き
る
。
こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載
中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ
だ

わ
り
の
「
逸
品
」
を
提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

30名様
抽選で

日本テクノが毎
年製作するエコ
カレンダーのロ
ゴ入りトートバ
ッグと、カレンダ
ーの絵柄を配し
た特製ポストカ
ード（１３枚組）
のセット。

株式会社 きちみ製麺

て
の
べ
し
ろ
い
し
う
ー
め
ん

手
延
白
石
温
麺

おいしさ、全国に鳴り響け
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